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は じめに

－テーーーーー一

長期継続試験地の
意義と必要性

さくらいしょうぶ

桜井尚武
森林総合研究所生産技術部育林技術科腱

a0298-73-3211.大代表

…9

生物には，それに特有の生命の持続する時間というものがある。そして，その種

には，その時間の長さに合った現象の理解の仕方が，ほぼ先験的なものとして組み

込まれているようである。私たち人間には，人生50年，あるいは80年という寿命

に合った理解の仕方があるといえよう。しかし，森林は人間とは違ったさまざまな

長さの寿命や変化の時間を持つ種や潔境の複合体である。そのため，私たちが十分

に森林生態系の仕組みを理解するのは大変雌しい◎

南北に長いわが国の森林は，気候的にも立地的にも大変に異なった基盤の上に成

立している。また，製塩や製鉄，木地利用，薪炭林，農用林，鎮守の森といった数

多くの人間の文化的営為の影響を受けつつ成立している。これらの集大成としての

森林の持続的な利用と管理の方法を明らかにすることが，今，求められている。

森林や林業の長期性

森林には単に木材を生み出す資源的役割だけでなく，水源かん義や国土保全とい

った，存在するだけで果たしている璽要な役割がある。春に新緑，秋に錦の景観を

形造って生活に安らぎを与え，文化を醸し出している。二酸化炭素ガスを吸収し，

空気を浄化するなど，環境問題に果たす役割も大きい。これらをまとめて，森林の

多面的あるいは多様な機能という。

近代から現在に至るまで日本には科学万能の時代が続いている。自然のもたらす

恵みを軽視し，科学で何でも作り出せるとか，自然も制御できるかのような錯覚に

みんなが陥っていないだろうか。森林は科学では造れないし，ある質の木材の生産

にはそれなりの時間を必要とする。日本では，スギの柱材を採れるまでに短くても

30年,50cmの板材用なら100年以上という長い年月が必要である。林地の生産力が

維持されて表土の流亡もないとすれば，伐採された林地の回復は早く，ある広がり

で見れば安定した森林が維持されているといえるが，このような林地生産力の維持

向上を現実の施業で保全的に行うためには，長年月を見通して計らねばならない。

奎塞蓉画一一一一噂 …蕊一宇元2毒Q雲
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森林の生産力や多様な機能に与える影響が大きいものは，林木の伐採収穫である。

その跡地を更新させ，合目的的な植生に変えてしまう影響も大きなものである。薪

炭林や農用林，鎮守の森などのように，ある目的のために人手をかけることで維持

していた森林から人為の干渉をなくすことも，森林を変化させて影響を与える営為

である。その変化とはどんなものであるか，どのような影響が次世代に現れるのか，

変えられた植生による影響はどこにどんなふうに現れてくるのかを知るためには，

新しい森林が成林するまで継続して見つめつつ待たねばならない。

森林に手を加えるとどうなるか，これを知らずに森林を取り扱うことは実に怖い

ことである。国家規模で森林経営が始められた明治期以降の特別経営時代から，経

営の基礎になる収穫予定表の調整や生産力の調査，森林の世代交代の技術である更

新機構解明の試みや植栽方法比較試験などが始まった。実際には，林木生産にかか

わる試験を行うたびにいろいろな技術や成果，更新技術が提案されたに違いない。

そして，新しい技術と思われたものが，実は大して役に立たなかったということが，

何度もあったことだろう。そのため，実際に更新させて成林するまで見続ける必要

があるという見解が出されたことが,各地に残る長期試験地の例から見て取れる(赤

井，1995；谷本，1995)。これらの過去の事例は，理論を作っても実践して確認でき

ないかぎり技術になり得ないということを示している。

長期継続調査の重要性と必要性

森林が人為による改変を受けた場合，その後どうなるかについての一般的予測や

研究報告は多い。しかし，相手は生物群集であり生命現象なので，報告されたよう

に反応するとはかぎらない。実際のところは，確かめてみるよりほかに正しい結果

を得る方法はない。森林を一度壊したら，何年たって元に戻るのかという疑問に答

えるためには，さまざまな立地や環境条件における事例を実際に見守るしか本当の

ことを知る手だてがないといえる。観察期間中には，その場における再生の道筋に

特有なさまざまなことが起こるのが普通だから，さまざまな環境条件下で長期観測

を行うことが大事なのである。
けう

森林の再生は稀有に起こる事象に左右されているという考え方は，今ではかなり

の普遍性を持つようになった(中静，1991)。この稀有さというのは，我々から見る
圭れ

と稀なことだが，数百年を寿命とする森林再生の側から見れば別に稀ということで

はないし，数千年をまたがる気候変動の立場から見れば，たびたび起こっているこ

とであろう。人間の物差しで見れば安定した森林群落も，長寿命の生命体から見れ

ばそうではないということになる。その事実を確かめて，実情に合った対応を行う

ためには，自然の仕組みをよく知らなければならない。

林業では近年長伐期施業が叫ばれているが，その実際の記録があまり多くはない。

そのため，知識が乏しく，仕立て方や適切な保育技術，収穫などの将来予測など，

経営管理の技術が十分なものになっていない。長樹齢の樹木を有する高齢林が各地

に散見されるので，それを集めればデータはそろうと考えられる。しかし，それら

…耳．、…一一…ず、密璽写却壷壼塞宅岳玉冒謹2 曲基一ヶ璽雪噌託箇云っ歩‘・・軍菖画一午“,J､廿・弛・Zr■一一m紅…畢鉛………哩凹……油"悪山一丁上錘垂唾罰…唾…
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の林は雪や台風などの気象害をひどく受けるのが普通な地域に，たまたまその群落

が被害を免れるという幸運な条件を得て成立したということだけのもので，普通に

は長伐期などに適さぬ所なのかもしれない。そのことを知るには，過去の環境要因

と履歴を探りながら，その成立過程を明らかにする必要がある。同時に，実際の林

分を追跡調査し，高齢になるに従い生じる事象や保育間伐等の影響を明らかにする

必要がある。

現在，注目を集めている問題に気候変動と環境汚染がある。近年進歩の著しい花

粉分析などの手法を援用して，過去の事実から将来の変動と要因の関係を語ること

は，大局的には可能である。しかし,IPCC(気候変動に関する政府間パネル)のシ

ナリオにあるように，2030年には平均気温が約2度上昇するという予測に対して，

私たちの森林はどうなるのか，生活はどうなるのかという具体的な問題に答えを出

すにはデータが少なすぎて，腰ダメのことしかいえない。それを語るために必要な，

ものすごく多様な森林や森林生態系が過去の気候変動に対してどのように変動した

かのデータは極めて少ない。このような，私たちの生活環境変化を予測するために

は，長い期間の記録から変化の傾向を読み取ることや，その時その時の環境変化と

の関連を知ることが必要である｡アメリカではすでに60年以上にわたる長期間の生

態系調査の実績があるが，わが国にも林業上必要と思われた収穫試験や更新試験な

どでは60～80年にも及ぶものがある｡戦後,新しい考え方を投入したものでも30年

程度の成果を蓄積している。生態系調査はまだ10年に満たないものが多いが,それ

でもこれらを大事にしていくことが必要である。

環境汚染は1960年代の日本の重要な問題であった。それは,光化学スモッグによ

り朝礼や体育時に生徒が倒れるといった衝撃的なマスコミ報道で世に知られた。銅

像など金属が腐食するとか洗濯物が黒くなる，水が臭くて飲めないなどという直接
せつlナん

的な環境災害として日本列島を席巻したが，その時期はまだ森林への影響は定かで

はなかった。工業的な技術開発が進み，大気が浄化されて街の騒ぎが一段落したこ

ろ,1980年代後半から森林への影響が強く懸念され始めたのである。スギの先端枯

れやケヤキの落葉現象は，1970年代にはすでに指摘され研究が進められていたが，

日光で話題になった近年の亜高山性針葉樹林の集団枯れや日本海側のナラ類集団枯

損などにも環境汚染との関係が取りざたされている。いずれも近年になって突然発

生的に認められたもので，枯死に至る過程が十分分析できず，これといった科学的

な理由づけ力封できていないのが現状である。1990年から林野庁の事業として，スギ

林を中心とした酸性雨等森林被害モニタリング事業が進められており，関係者の非

常な努力が続けられている。このような調査を通して，環境汚染の実態が明らかと

なり，その対策が講じられるわけだから，私たちの生活環境を保全するうえで，長

期継続調査は極めて重要な作業であり，森林に関係する研究者や技術者の責任は大

きいものがあるといえる。速やかに，他の環境条件下における森林でも注意深い観

察を大々的に行う必要がある。

一~合一垂……蕊一幕…一 一一#ざ､
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長期試験継続に当たり抱えて懸惑問題点，対処方策

ー
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多くの多様な試験調査が行われてきたし，現在も行われている。その多くはいつ

の間にか報告されないまま消えてしまった。また，学術参考保護林や施業見本林な

どとして残っているものもあるが，記録が散逸したり，途中の経過が記録されない

ままになっているものも多い。これらは，調査研究の継続性が保たれない結果の出

来事である。この原因は何であるかをここで考えてみよう。

第一に，担当者の消失と後継者の不在である。担当者は転勤や転職退職，興味

の変化等でその調査をやめる時がいつかは必ず来る。その時，後継者がいなければ，

継続調査は中止になってしまう。したがって，常時複数の担当者が後継者を養成し

つつ研究を展開する必要がある。しかし，成果の権利や取りまとめ，さらには運営

方法などを巡るいさかいも生じやすく，実際にはなかなか困難な場合が多い。

第二は，環境や情勢の変化である。わが国には，本誌で辮藤氏（1995）が紹介し

ている斌水試験地をはじめとする，長期間継続して調査されてきた試験地が数多く

ある。これらが設定されたときは，該当地は人里離れた所で他の利用要請も少ない

所だったのが，その後開発が進んで市街地化してきたり，スキー場やゴルフ場，キ

ャンプ場など他の用途利用要求が生じることも多くなった。その結果，長期試験地

としての維持が難しくなる事態が生じやすくなっている。

第三は，継続調査で得られるデータからはっきりした成果が出にくくなり，調査

担当者が離れてしまうことが挙げられる。試験地を作った当座は，実態解析を通じ

てそれなりの新しい知見が生産されるが，やがて調査が定常状態に達し，ある程度

の期間の職み重ねの結果でないと，ものが言えなくなってしまうようになるのが普

通である。すると，ある期間はデータの集積だけが仕事で，その結果の取りまとめ

機会は担当者の従事しているうちには回ってこないという事態が生じる。つまり，

後代のために地道な仕事を続けるだけになる。このような仕事については，組織的

に対処するしか方法がないようである。そうできたとしても，その組織を預かるの

は人間だから，彼らがこの継続研究をやめようと決断すればそれまでである。長期

調査の重要性を自覚してもらう以外に手がないといえる。

第四に，予算や人手の不足が挙げられる。森林調査は，へんぴな場所が多いため，

出張旅蟹がかさむ。また，植物生態分野では樹高測定やギャップの大きさの測定，

稚樹の発生消長調査，出現植生の記録という仕事が続く。土壌研究，鳥獣研究，菌

類研究，昆虫等の生物研究，その他のさまざまな分野で，やはり細かくて結構面倒

で，しかも人手を比較的要する仕事が多くある。ある程度の訓練を受けた人や専門

的知識を有する人をそれなりの数集めて，この作業を行うには，相当な費用が必要

である。調べればそれなりに成果が挙がるうちは，私費を割き，時間を無視して調

査に励む場合がままあるが，それには限度がある。長期継続調査が国民の生存に必

要なものという認識があるなら，公的資金による組織的対応が必要である。そして，

たとえ経費が確保されても，調査に必要な人員が用意できるのかという問題が今後

一一－－詫凸ごF, ＝＝‐一油■ロ由
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に残されることになる。

1994年に第1期が終了した酸性雨等のモニタリング事業は,関係者の努力でよう

やく5年間の延長が認められたが，生活環境の変動を生物的指標で監視しようとす

る作業を，臨時的な予算措潰で行おうとするのは，それが超長期を要するだけに無

理である。先進国としてはもっと前向きな対応が必要である。

森林の持続的経営のためには，正確な収穫予測と伐採収種後の生産力の変化予測

が必要である。このため，林野庁は収穫試験地の長期継続調査を実行してきたので

ある。今後とも，例えば長伐期をH指すためには，今，長伐期対象林の林齢になり

つつあるこれらの試験地の，さらなる継続調査を続けることが必要なのである。

森林生態系を構成する植物や動物，菌類，無機環境などの持つ時間と，私たちの

認識している時間が違うため，森林生態系の人為に対するレスポンスの理解が難し

い。それを克服するために，実際の反応の過程を最初から最後まで見届けることに

よって，精確な道筋をつかもうとする作業が長期継続調査すなわちモニタリングで

ある。生産活動の場としての森林は，同時に環境的に有用かつ重要な保全すべき自

然であり，人間生活を文化的に支える精神的な場でもある。その森林に干渉を加え

ざるを得ない人間としては，持続的な利用を図りつつ豊かな森林と共存するため，

人為を加えた森林の反応の仕組みを理解するための効果的な方法として長期継続調

査を展開してきた。

人間の産業活動が活発化することにより，これまでに予想されなかった地球規模

の環境変化や広域的環境汚染が，人間生活を脅かすという予測がなされ広い関心を

呼んでいる。森林はこの問題の解決に寄与したり解決の糸口を提供するものとして

期待されている。それを実現させるための手法の一つも長期継続調査である。生態

系の変化を見いだすことで環境変化を知ることができるし，長い期間の記録を解析

することで，変化の将来予測ができる。長期にわたるデータを集積するためには，

今すぐ始めなければならないし，すでにあるものは大事に継続調査を続けなければ

ならないのは自明のことであろう。多くの困難を克服して，人間生存のためにこの

作業を活性化させることが今求められている。
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特集長期試験地等の設計｡運営｡成果3<最終回〉
霊…宇零
吟一ﾏ

＜長期試験地等の設計･運営･成果⑦＞

ヒバ天然林の施業実験林

工藤悦郎1．はじめに

青森営林局は，青森・岩手・宮城の3県

を管轄しておりH本の三大美林の一つ「青

森のヒバ」を擁している。

ヒパの父ともいわれた松川恭佐氏は，学

生時代に見た青森のヒバ林の印象を雑然と

した汚い山と述懐している。氏は，昭和2

年，上司の命もあってヒバ林の天然林施業

と取り組み，ヒバ天然林の成立および構造

を主眼とする基礎調査を積み重ね，昭和5

年，その成果として「森林構成群を基礎と

するヒバ天然林の施業法」を確立し，この

③森林構成群を基礎とするヒバ天然林の施

業法に関する各種研究の継続とその完成

3．設定時における調査事項

(1)地況
しよう

ア)．土壌：結合度（堅，軟，霧)，湿度

(乾，潤，湿)，土壌層（落葉質，粗腐植質，

腐植質，腐植質を含む黒色土）の厚さ，土

性ならびに色，土壌内の礫の大きさならび

に礫の混交度，樹根の深さ，母岩までの深

認
くどうえつろうに礫の混交度，樹根の深さ，母岩までの深
青森営林局

さ、土壌酸度，水分含有率イ)．標高：最

高,最低ウ)．方向：八方向エ).傾斜；

最大，最小，平均オ)．風衝関係力)．地質キ)．

地位§現実の成長状態により5級に区分

(2)林況

ア)．樹種の混交歩合イ)．疎密度ウ)．蓄積：全

林毎木（胸商直径6cI11以上の生立木，枯死木について

2cnl括約にてMIII定エ).成長並：樹幹の外側から1cnl

の年輪数を求め「プレスラー」氏の近似式により，成

長率を見いだし蓄祇に該成長率を乗じて算出（設定時

のみ）オ)．林型力)．森林構成群に関する調査(林

冠群および地床植相群分類のうえ）①林冠群の種類，

するヒバ天然林の施業法」を確立し，この施業効果を

現地において実証するため昭和6年6月，下北半島，

津軽半島にそれぞれ次のとおり，「ヒバ施業実験林｣を

設定したものである。

大畑施業実験林221.94ha青森県下北郡大畑町

増川施業実験林19568ha青森県東津軽郡三厩村

2．選定条件

①下北・津軽両半島の林相の特徴をもつヒバ林で成育

状況中くらいのもの。

②独立経営に適する規模を有する森林であること。

③林産物の処分に支障がないこと。

④管理，調査，観察に便利であること。

などを考慮に入れ，下北半島にあってはヒバ．広葉

樹混交多層林を，津軽半島にあってはヒバ単純老齢一

斉林を主要職成林分として決定したものである。実験

林は，ヒバ林施業上の基礎資料を得ることと「森林榊

成群を基礎とするヒバ天然林の施業法」そのものの実

験が目的であるが，実験項目は次のとおりである。

①森林柵成群を基礎とする施業法の経営的価値の実験

②最も集約な施業の目標

大畑ヒバ施業実験林ヒ
バ
施
業
実
験
林
位
置
図
（
黒
い
部
分
は
ヒ
バ
の
分
布
域
）

＊工藤悦郎

〒038背森市柳川二J~g1番1号青森営林局森林管珊
部指導普及課技術開発主任官
a0177(81)6784F0177(81)6948
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各林冠群を単位とし，その下に成育する地床植物の優

占種，伴生の種類および疎密度とする。

特に，代表的地床群の調査方法については,2mx

2mの「コドラート」調査を行い施業林と比較対照す

る。取扱方法は設定目的に沿うように，今後も生立木

はもちろんのこと枯死木および被害木等についても採

取除去は行わず自然の推移に任せることにする。

5．ヒバ産地別見本林の設定

(1)目的：全国のヒバ産地の養成苗（実生・挿木）

あるいは山引苗を1カ所に集植展示し，産地別の成

育形態，成長傾向等について観察する。

(2)設定年月：昭和28年5月

(3)場所：大畑施業実験林12れ

(4)面積:0.06ha

(5)取扱方法：5年ごとに成長調査を実施し，台帳に記

録しておく。

ちなみに，全国から集められたヒバは地元大畑をは

じめ29カ所から312本に上っており,産地ごとに列植

し石標に産地と本数を刻示し，さらに石碑に産地ごと

の本数を刻示し記録の保存に努めている。

6．施業方針および施業方法

施業実験林は9｢森林構成群を基礎とするヒパ天然林

の施業法」の実験であり，この施業方法の忠実な実践

に努めることである。施業実験林は，小規模ではある

が各実験林ごとに独立経営を目途としていることから，

個数，本数，材積，占領面椴②地床植相群の種類，

疎密度，個数，占領面職③代表的林冠群の移相図作

成（写真撮影も含む）④形質：胸高直径18cI11以上に

ついて_上，中，下区分をする⑤成育する植物の種類

⑥木肌：スギ肌，ヒノキ肌，ヒバ肌（樹皮が縦割れ

せずサツマイモの平滑な肌と･色合が似るのでイモ肌と

もいう）に区分する。

4．参考林（禁伐林）の設定

施業をしない場合の林分椛成状態の変移（林冠群な

らびに地床植相群の移相）を調査するとともに，実験

林設定当時の林分描成状態を推測し，施業林と比較対

照する目的で昭和7年に設定した。

その参考林は表．lのとおりである。

調査事項：天然における林分状態の変移（林冠群な

らびに地床植相群の移相）を調査する。

その調査内容は，林冠群については現実描造，過去

の発達過程，将来の変移とし，地床植相群については

表･1

実験林林小班面積(ha)林相

大畑 ヒバ単層林

ブナ老齢一斉林

ヒバ・広葉樹混交林

ブナ単層林

ヒバ・広葉樹混交林

ぬ
り
を
ろ
そ

４
６
値
３
６

0.40

0.76

241

0.48

0.39

増lll

I

＃

）、

増
川
実
験
林

イ
レ

ー

大
畑
実
験
林

訓
碗
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経営の基準となる経理方式を持つ必要がある。その経

理対象はヒバ天然林を前提としている。したがって．

ある林地にどんな樹種を育てるか，まずヒバについて

検討し，ヒバが無蝿な場合に他の樹極を選択すること

になる。

考え方の根底には，森林を健全度の高いものに導く

という理念がある。それは，森林から良質の用材を多

髄に生箙する施業方法を確立することによって，森林

自体の機能を商度に発揮させることとし，このことを

実郡によってlﾘ}らかにしようとしたものである。

施業実験林における作業種は森林構成群を基礎とす

るF|然的,人為的変移(移相)を考察して施業すべき択

伐的連年作業と位悩づけし,lul帰年は10年としている、

具体的には，大畑では林内を20の林班に陸画し,増

川では峰筋の風簡地(11林班)を除き10の林班に鰹画

し，毎年1/10(大畑では2燗林班，増川では1個林班）

ずつ循環収礎することとし,蓄蔽は10年ごとに定期調

査を行い伐採並との対比において，成長量，成長率を

把握し林分の照査を行うものである。

循環収稚の林班ローテーションを示せば次のとおり

である。

大畑1,11,2,12,3,13,→10,20

墹川1，2，3，→10

ヒバ犬然林における蓄穣は，将来において形質およ

び成長の優れたヒパと有川広葉樹との混交する川材林

仕立てをFI標にi聞きながら,ha当たりおよそ

3()0～450㎡を期待し，針･広混交の状態はおおむね群

塊状として,その捌合はヒバ80～90％,広葉樹10～20

％を目安としている。

伐期齢とか輪伐期は特に定めず（一概に，ヒバは太

いから年齢が間いとはいえない)およそ胸高直径70cI11

を伐採に当たっての利朋径級とする。また,ha当たり

の連年成長1Itは,10nfを期待している。

ヒバ天然林に誘導できない林分（広葉樹主体林分，

湿地等）に対しては，この施業法の範囲内で実施でき

る小而職皆伐を行い，人工更新によってスギ，カラマ

ツ，トドマツやその他有川広葉樹に更改することとし

ている。なお，墹川では，地形が急俊で表土が浅いた

め皆伐を控えなければならない立地条件にあるため，

積膨的にヒバの．'ざ木{噛栽を実施することとする。

大畑では昭和9年以降5年間に，ヒバが無理な下部

河岸段丘地帯にスギ，ラクウショウ，ヤチダモを，｜茜

部台地ブナ地帯にスギ，トドマツ，ヒバを植栽し，増

川ではスギ、．'ヨウマツ、トドマツ．ヤチダモを植栽

9

した。また，昭和30年から大畑では，前記第1次造林

I1,fの保護樹帯の一部を伐採し，これまでの造林成絞等

も勘案して第2次造林を行った。この場合，試験的に

ドイツl､ウヒ，ストローブマツ，ダグラスファーなど

9種の外因樹樋も植栽した。

これら人I:林主体林分については，短伐期作業や大

mi職侍伐作業を取ることなく，群思想による施業法に

含められる小I#i職の皆伐にとどめ，将来は伐期齢など

をi没けない，いわばヒバ天然林地帯と同じような取り

扱いのできる林分に誘導する。

7．施業の概要

III{fl16年6月役定時の各種基本調査を絲て，昭和7

ｲ|椎からlilj実験林ともに実験を開始し順調に進行して

いたが,H文斗竣に災いされて，昭和16年度の第2次

施業実験計画（第1次検討案）の編成は，増川のみ森

林調盗簿，施業基案が作成されたが，大畑においては

主としてヒバ林地帯の毎木調査のみで終わり，これら

の成果を取りまとめるまでには至らなかった。

さらに，太平洋戦争になるに及んで,昭1118年度の

伐採を雌後に，諸調査をはじめとしてすべての施業が

中断された。

戦後,11tの'+}が安定するにつれて，戦中，戦後に瑚

伐，糺伐を余儀なくされた一般のヒバ林についても集

約施薬の必要性が認められることから，施業の指概と

なる実験林の施薬脚開をすることとなり，戦時中散逸

した各樋鐵料の収集灌理，現地の森林区面の復元と幣

備および譜破調炎を亜点に，あらためて第2次施業実

験計、が編成され，昭和26年度大畑で，昭和27年痩

墹川で，この計而に従って実験が再開されたわけであ

る。

第2次施薬実験計画中には，昭和29年9月26口，

東北･"|上海道を襲った台風15号（俗に洞爺丸台風）に

よって，増川施業実験林に大量の風倒木が出たり，昭

f''33年以来の林力増強計画推進のため，樹種史改･林

繩娠換が進められる'l.',数腱にわたって両実験林のヒ

バ林地帯の樹樋史改が論議され，実験の継続を否定す

る意兇もあった。

しかしII"|134年，ルj談を経て｢森林構成群を基礎と

するヒバ施業実験林運営方針」が決定され，両施業実

験林の存続と実験継続を間確認し，当初の施業方針を

蹄製しつつ今後も10年ごとに定期調査を実施し,それ

に雄づく実験計1曲iによって実行することになった。

このほか，両実験林ともに戦争による施業中断によ

って除去が遅れていた不優位広葉樹の伐除や，第1随I

林業技術N().6.141995.11
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保護林(無施業林)と施業標準林の施業経過図(大畑）
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保護林(無施業林)と施業標準林の成長量比較(大畑)m"/ha

区 分

昭和6年

昭和7－平成元年

平成2年

50年間の成長量

保護林

蓄積｜伐採量｜累猿蓄稠
4901

施業漂準林

蓄積｜伐採量｜累讃蓄積

451l
14841

600

主伐から20年あまりも経過したことによる過剰蓄砿

の除去と林*[|の整備，保育事業に重点を撒くこととし

た。

特に増川では，台風被害に伴う整理伐と跡地に対す

る更新（ヒバの植栽)などの保育作業が20年近く惇IIA

していたため笹の繁茂が著しい林地も多く，早急な描

置が必要となり，保育3カ年計画を定めて実行した。

さらに風衝地となっている11林班の西部に針葉樹防

風帯を造る目的で，延長2.51(nl,liii50m,1m職12.50

haにクロマツを主とする帯状試植林を造成（昭〃11

30～33年）を行ったが，その後雪審による幹折れ，枝

抜けおよび野兎による食害を受け枯死するものが多く

このため比較的成長が良好なヒバに改植し，広染樹と

ともに生立させる方針を取った。

第3次編成は,昭和34年決定の運営方針を受けての

施業実験計画ということで，従来の資料や諸記録の幣

備および取りまとめを行い，邪業的にはこれまでの雅

礎的作業から進展して本格的作業へと推移している段

階にきているので、－1簡離礎洲査を充実させ，本絡的

作業の基礎を確立することに主眼を置いて,IIWFI136年

大畑で，｜司37年増川で調撤を実施した。
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調査に当たっては，名林小班のIXm線を明確にし，

小班ごとの蓄較の変化，成長故の推移等について璽点

的に洲恋し，取りまとめに当たっては，林小班別に樹

砿別，直経階別本数材職票を作成し，蓄積調査年度ご

とに蓄硫原票を作成した。また，これとli1－方法で伐

採+,t原票を作成し，両原票を基にして成長舷，成長率

計算票を作成し，さらに林小班カードに転記し，昭和

6年1没定以来の本数，藷破，成長量の変化ならびに施

業の経過を数量的に見ることができるようにした。

特罐するものとして，施業標準林の設定がある。

(1)目的：実験林の各小班ごとのデータを精細に集

録するには，労力，経識，担当者の交替等によって．

多くの豚|難を生ずることを考え，代表的林型（ここ

でいう林剛とは，撤似する林冠群の集合体）につい

て繍糺l1にわたる調査を行い，それを派碓に記録する

ことに努め，各繩林鯏ごとに伐採櫛，更新法の標準

を鵬がして実行|:の範例にする。

(2)設定年月:ll"|136年

(3)場所・面職（表・2参照）

なお，施業榔準林をもって実験林が代表されるもの

ではなく，実験林は全体としての統計が必要で，それ



1l

によって施業経営の実験に供されるものである。

林地では小班カードによって施業経過を見ていく

になる。
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8．測樹法の改正

これまで課題とされていた測樹法の改正のための研

究が，岡崎文彬氏によって「増川実験林及び大畑実験

林における毎木調査の精度と功程に関する試験報告」

としてまとめられ，従来実験林で用いていた2cI11括約

を4cnl括約にするとともに計測の下限を従来の5cnlか

ら18cInに改め，立木材積表(一変数材積表）も各実験

林別，針広別に調製した。第4次定期調査からこの測

樹法を採用することとし，過去のデータもこの手法に

基づき慨き換えた。

9実験の成果

(1)増川実験林

設定以来，ヒバ単純老齢一斉林からヒバを主とする

表･2

実験林名称杯小班面積(ha)摘要

ヒバ単純林

〃

〃

〃

ブナ単純林

ヒバ単純林

〃

大畑寒水沢

あやめ沢

いずみ橋

奥

扇谷沢

増川水無沢

清水沢

■
』
６
Ｊ
、
匂
い
凸
日
■
叩
』
の
包

る
い
い
に
ろ
へ
り

１
個
値
個
別
１
冊

0.50

100

100

0.70

0.77

1.61

0.72

実験林の蓄積･伐採量･成長量の推移（増川，大畑）

＜増川＞1～10林班林地108.40ha除地13.27ha計121.67ha

調壹年度 6年 16年 27年 37年 57年 6～57年46年

30.606.37

25.41829

56.02466

N

蓄積L

(m3)T

27.483.86

19,107.00

46.59086

27,866.77

18,175.93

46,042.70

24.010.54

’12,431.61

36.44215

25.477.96

14‘167.04

39.645.00

20.001.92

11.724.53

31.726.45

伐採年度 7～16年 17～27年 28～37年 38～46年 46～57年

N

伐採L

(m3)T

6,560.49

10‘622.84

17,183.33

2,883.53

3,59344

6，47697

7,29783

7.64785

14‘945.68

24.785.79

25.95072

50,73651

3,836.乃

2,234.59

6,07135

4‘20718

1,85200

6,05918

特記事項 拶理期 第二次大載 洞爺丸台風

圧軍矧1a当N

成長墨L

(m3)T

3,17

3.98

7.15

2.74

2.23

497

318

176

4.94

5.44

4.07

9.51

098

0.45

1.43

2.57

2.22

479

△
△
△

参考6～46年(N3,56L1.43T6.52)

＜大畑〆1～20林班林地209.79ha除地12.15ha計221.94ha

調苣年農 6年 16年 6～56年26年 36年 45年 56年

Ｎ
Ｌ
Ｔ
積
、１
雷
、

38276.20

51.593,77

89.869.97

32.479.52

23,33859

55.818.11

42.81871

31.690.59

74.609.30

44275.00

16,09454

60.36954

42.601.22

12,91244

55.51366

48,192.42

14.288.20

62,48062

伐採年塵 7～16年 17～26年 27～36年 46～56年37～45年

N

伐採L

(m3)T

6.504.51

20.853.93

?7.358.44

1.947.27

6,45605

8,403.32

7,929.13

20,91740

28.846.53

9,233.11

5.563.57

14‘796.68

8.336.48

1,06006

9,396.54

33,95050

54.851.01

88,80151

漁蒋記事頃 擢理期 調苣不完全 言三茨大戦 謁冒不完全 洞爺ﾇl台風

画鞠iB当N

成長星L

(m")T

400

126

5．26

叫
朋
Ⅷ

■
◆
■

ハ
ハ
リ
列
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4.18

167

5.85
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▲大畑

択伐後の稚樹の成育状況増川レ

広葉樹混交複j曹林に導くため，過剰蓄積を除き不良木

を除去しつつ，稚樹の発生と前生稚樹の成長促進をI判

り，健全な林分の育成に努めてきたが，ヒパ稚樹の発

生は中腹斜面から峰通りに限られ，さらにチシマザサ

の密生地や湿性植生を伴う林分も多く，全般的には更

新は十分とはいえず，また，昭和29年の台風による瓜

倒被害もあって，目標とする林分への誘導は今後の課

題として残された。

なお，高海抜地のブナ老齢林に対しては，稜極的に

下水植栽を行った結果，半分近い林分がヒバ林に誘導

できる見通しが立った。

(2)大畑実験林

設定当時の大径不良広葉樹はほとんど取り除かれ，

良質なヒバが成立している。また，人｣柿整によって

成立したヒバ群も良好な更新状態にある。

高海抜地の広葉樹林は，スギ，1､ドマツ，ヒバ，カ

ラマツ等に樹種更改し人工林に転換し成績は中庸であ

る。この実験林では不優位に結合していた群を解体し，

徐々に健全な経済性の高い林分の造成に努めてきた。

このような施業によってha当たり連年成長城が10

nf近い小班も見られる。

このような実験結果から，今後も林適群，林床群の

変化を兇定め林型に応じた施業（単水択伐，凹伐，漸

伐）を繰り返し，少しでも質と量の向上に努める施業

を進めていくこととする。

10．第6次定期調査以降の調査データ収集方法

第5次定期調査も第4次定期調査を引き継いで実行

してきたが，第5次実行過麗において生じた問題点，

①定期調査年に集中的な労力確保が不可能であること，

②実験林の蓄積経理のための一変数材械表と経常の立

木材積表（販売）との2本立ては、数値にかなりの態

休堆技術N().6441995.11

が生ずること，から検討を加え，

平成3年（第6次定期調盗年）の

洲:衝からは①の対応紫として，収

砿年度に該当する林班について全

林毎木を行い蓄職把握をし，前期

蓄穣と対比し，成長it,成長率を

職算し伐採世を決定することとし

た。②の対応策として，経常の立

木材職表（販売）と実験林の蓄祇

絲理のための立木材硫表を一元化

し，測樹方法も胸高直任5cI11以上

を対象,2cl11括約(以前は18cI11以

上を対象･4cI11播約）とし，今後

もデータの集獄に努めることとした。

また，森林総合研究所東北支所の協力を得て，設定

:1伽からの全林鰊水洲森データを入力，解析を行うこ

ととしている。

11．おわりに

私がヒバと接することになったのは，昭和31年5

月，人州Iヒバ施業実験林の標本館を開館するに当たり，

随物の腱示川撒水を作るために大畑営林署に配侭換え

となり，実験林を中心に周辺の植物を採集しながらヒ

バに接したときに始まる。

陸中海岸の小さな町に生を受けた私は，アカマツと

スギを見て育ち、振り州しの任地，龍泉洞で有名な岩

泉でも|可じで，日本三大美林の一つとしてのヒバは教

科害の中のもので，初めて|斗の当たりに見るヒバ，そ

してこれがすべて自然林であることが雛きであった。

その時代は，ヒバ林やブナ林を成長が早いスギやカ

ラマツへの樹極更改が大々的に行われており，ヒバ林

の施業に接することもなく大畑を去ることになり，毎

|｜ヒバ林の中で仕rl#をしていながらスギやカラマツと

付き合ったことが残念でならない。

今，まがりなりにも実験林を拠当しているが，ヒバ

という木は幼時の成長は極端に遅いものの，光条件が

膿えばいつでも出番を待っている実生や伏条の耐水が

林床にいっぱいあって，天然更新にはもってこいの木

であり，大顎に育てていきたいと思っている。また，

この実験林には昭和6年設定以来の洲資データがそっ

くり保存してあり，これからも調査を継続しデータの

収集と分析に心掛けたいと思っている。

文献

津幡．下北怖定地域（ヒバ林）森林施薬雑本洲査椛告il}
(13")(ド巻)(1､l･INI):IJf森営林ﾙj、昭＃1156年



、長期試験地等の設計･運営･成果(8)＞ 13

沖縄県の森林水文試験地

生沢均

魚
1．はじめに

沖縄県は，わが国の最西南

端にあって，鹿児島県と台湾

との間に連なる160（有人烏

50,無人島110)の島々 より樅

成されている。このうち沖縄

島（1,199k㎡),西表島(289届u,lｿソKⅢ~ﾉ，幽衣局“Dyいくざわひとし

kr)，石垣島(2221inf),宮古烏 沖繩照林業試験場
とうしよ

(185knf)等が大きな島帆であ

る。最も大きい沖縄島の大きさは，佐渡ケ烏(854

吋）より少し大きい程度，琵琶湖(6711(nf)の約2

倍の大きさである。また，その形状は南両～北東

方向に細長く約100k111,1隔は2～10k111で，般商標

高は与那覇岳498mである。そのうえ急|唆な地形

が多く，集水面積が小さいことから，雨水はじか

に海へ流出しやすい地形特性となっている。

また，本県は北回帰線のすぐ北に位潤し，南か

らの暖かい黒潮の影響を受け，気候区分では，わ

が国唯一の1IM熱彬に位置している。年平均降水城

2,036.8111m(那覇:1960～9())は，全国平均の

1,702.3ⅢⅢ(1960～90)よりも多いものの，全降水

鐘の多くが5月から7ﾉ]の梅雨と台風の時期に集

中し，また，この時期の降水城は変動も大きいこ

とから，降雨が少ないときには深刻な干ばつに兇

舞われる。

しかも沖縄島には，県民人'’123万人（1993）

のうちの約90％である111万人が生活をしてお

り，そのうえこの人口の大部分が，沖縄島の中・

南部地域に集中している(写真｡l参照：土地利用

面から見ると中・南部は商業・住宅・農業地域，

北部は森林地域に区分される)。

これらのことから，現在，水の供給は森林地帯

である北部地域の主要な河川に設満された7つの

や生沢均／金城勝

〒905沖縄県名護市名護3626
索研究員冠0980（52）2091

沖繩県林業試験場育林保全

FO980(53)3305

金城勝

多目的ダム（国管理5，県管

理2）に依存している。この

ため，沖縄県の大半の住宅で

は，屋上に貯水タンクを設置

し，干ばつ時の制限給水の自

衛をしていることが多い。

このように。水資源を取り

録衛をしていることが多い。
きんじようまさる このように，水資源を取り

沖繩県林業試験場巻く環境は自然・社会環境面

から厳しいものがあり，森林

のもつ公益的機能の1つである水源かん養機能へ

の県民の期待は大きなものがある。

今Inl,「長期試験地等の設計･運営･成果」の企

iillにおいて，沖縄県水文試験地を紹介するように

依噸を受けた。本来，この試験地は森林総合研究

所の委託試験として実施しているもので，筆者ら
せん

が紹介することは借越である。しかし，本県にと

っていかに瀬要で，現在および将来にわたるこの

試験の必要性を県の立場から語りたいと考え，依

頼を受けた。

次に，この試験地の経過および管理・運営等に

ついて「沖繩林業技術研究委託事業報告書｣Ⅲ)から

概説する。

2．試験地設置の経過

戦後長期にわたり，わが国の施政権外に置かれ

た沖縄県は，昭和47年の5月に本土に復帰し,新

制沖縄県としてわが国の発展の一翼を担うことと

なった。これを契機として，沖縄振興開発特別措

悩法に基づき沖縄振興開発計画が作成され，水資

源の確保について，表流水を中心とする，あらゆ

る利用可能な水資源開発調査と水源地帯の保水機

能を維持増進させるための整備拡充が図られるこ

ととなった。

このような社会情勢を受け，沖縄県林業試験場

においても昭和49年から,農林省林野庁林業試験

場が蕪本計画を企画立案した長期計画による「沖

繩林業技術研究委託事業」を実施することとなっ

林業技術Xo.6441995.11
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南明治山試験地

『

鶏
唯〃

》
噸
嘩
嚥
悠

託
。
、
覇
『
一
”
》
も

〃
４
．

．
駕
鵡
』
》

＞・一

写真･1沖縄島の水文試験地

（写真中黒い部分は森林，

白い部分は市街地）
図･1試験流域の位置図

た。この研究は，森林と水の関係，土壌侵食防止，

防風林の樹種更改等の多岐にわたり，沖縄県の林

業試験研究を整備・支援することをF1的としてい

る。そしてこの研究の企画は，元・農林省林業試

験場場長竹原秀雄，元･調査部長加納猛，防災部

治山科長中野秀章らによって行われた。また，こ

の研究項目としては，水文関係のみならず，(1)広

葉樹林の保育改良が林分水収支に及ぼす影響試験，

(2)林相別浸透能比較試験調査，(3)荒廃の侵食防止

緑化法開発試験，(4)防風林樹種更改試験から成っ

ている。しかし，これらの課題は試験研究の開始

から20年以上経過し,この間継続されている課題

も大きく変わった。

現在では，これまでの社会情勢の変化と予算の

減少から，(1)森林流域の流量測定試験，(2)森林流

出水の水質測定試験，(3)森林地域の蒸発散測定試

験，について実施している。

このうち森林流域の流量測定試験等の水文試験

は，昭和49年の委託試験開始から2年後の昭和

51年に，高江州重一らにより，沖縄島北部名護市

にある沖縄県林業試験場南明治山試験林内に，長

さ10m,幅3mの簡易流水路の設置が行われた。

翌52年に雨量計,水位計の設置がなされた。しか

し低水位時の流速の測定ができないことから，昭

和54年に,試験流域の基礎条件調査とともに量水

流路に三角ノッチの取り付けが行われ，ようやく

観測態勢が整った。この間は，仲間清一，安里練

雄，安次富長敬，生沢均らが携わった。

それ以降，試験流域の維持・管理，流域基礎条

件調査および流量等水文観測が積み重ねられ，新

垣隆らにより，高水位時の水位.流量関係曲線の

作成検討とともに増水時のオーバーフロー対策の

ため，堤のかさ_上げ改良が行われた。

また，平成元年には，北部林業事務所が実施し
へんとな

た国頭村辺土名の重要水源山地整備治山事業地内

において，新垣隆金城勝らにより，新たに水

文試験地が設定され，試験流域の基礎調査ととも

に観測が開始されるようになった。

3．流域の概況と観測方法

沖縄県の水文試験地は，先に述べた南明治山試

験林内と，辺土名事業地内の2カ所で実施してい

る。これら両試験地の位置は，写真.lおよび|叉1．1

のとおりである。また，写真･2～3に，各試験地に

林業技術N().6441995.11



おける林分状況を示した。

南明治山試験地は，沖縄島北部の名護

市の南側に位置する。また，辺土名試験

地は，森林地帯の中央に位置している。

次に，試験流域の地形特性は表に示す

とおりである。流域面積は，南明治山試

験地が24.75ha,辺土名試験地40.63ha

となっている。また，辺土名試験地は山

岳地帯に位置し，急|唆な開析単斜面が多

く，南明治山試験地の丘陵地帯より流域

の平均勾配が約5度大きいことが地形的

な特徴として挙げられる。

土壌については，両試験地も同様で，

黄色土壌が主として出現しており，斜面

の中腹から山頂にかけて広く分布する弱

乾性黄色土壌型と，渓流沿いの緩斜面に

分布する適澗性黄色土壌型とに大別され

る。また，土壌深は50～100clllであった。

真|く式透水試験器による表層土壌の飽和

透水係数(ks)は,A層で10-3(cm/

sec),B咽で10-4(cm/sec)のオーダー

である。

写真･4～5に量水施設の状況を示す。

量水施設は試験流域の下流端に設置され，

量水堰提，湛水池，水位計室から構成さ

れる。南明治山試験地の量水堰は，頂角

120度,高さ0.68mの刃形三角堰と，そ

の上部の広頂長方形堰から成る複合断面

堰である。一方，辺土名試験地の堂水堰

は，下部がII1m1.5m,高さ1.0mの長方

形,k部がllW5.5m,高さ0.6mの二段

型の長方形堰である。

水位観測は長期自記水位計を設置して

行い，雨斌観測は転倒ます型雨量計を流

域内に2カ所設置して行っている。

森林の植生は南明治山試験地ではイタ

ジイ，イジュ，コバンモチ等の亜熱帯性

の広葉樹二次林となっており，針葉樹で

はリュウキュウマツが，中腹や谷間部に

点在している。

15

息鍾
f幸二

写真･2南明治山試験地概況

と

写真･3辺土名試験地概況

表・試験流域の地形特性

地形特性南明治山、士君
PhysiographiccharacteristicMinami-MeijiyamaHentpna

流域面槙

Drainagearea(ha)

標高

AItituderange(m)

主流長

Lengthofmainstream(m)

主流の平均勾配

SIopeofmainstreamぐ）

流域の平均勾配
MeansIoDeofwatershed(｡)

形状係数
Formfactor

247540.63

145～244187～399

13151345

29．730．5

23．327．9

0.1430225

林業技術N().6&ld11995.11
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写真･4南明治山の量水堰

一方，辺土名試験地は，有川樹種への林種転換

を|叉Iるため造林弔業が職概的に実施されてきた地

域で，主な造林樹種はエゴノキ(18ha),リュウキ

ュウマツ(17ha),ハンノキ(4ha)等で3111～Ⅳ

齢級の人工林となっている。両試験地とも林冠は

うっ閉状態にある。

4．主要な研究成果

沖縄地域の森林水文試験は，わが国で唯一の亜

熱帯地域であるため，沖縄地方の水資源問題のみ

ならず，熱帯地域の水文環境問題に対しても有効

な基礎資料が提供できること力測待されている。

このため，本試験地の報告については,昭和49年

から毎年前記の報告誉I)を取りまとめ，各関係機

関に配布している。しかし，この試験地における

研究論文は，雌近いくつか見られるようになった

段階で，まだ数少ない。このうち主要なものとし

ては，藤枝薙久，志水俊夫らによる「沖縄本島の

水源地帯における水文蝋境(1995)｣2),金城勝ら

による「沖縄本島の水文特性と林分形態について

(1994)」3)，そのほか，新垣隆の「南明治山試験

地の流出解析（1986)」51，金城勝らの「林地から

の流出水の水質について（1992)」』)，生沢均らの

｢南明治山城水堰における渓流水質について

(1995)｣6),である。このうち籍者らの報告2)か

ら，沖繩島の水文環境について明らかになってき

たことを述べる。

(1)流域水収支法による沖縄島の年蒸発散鐘は，

900～1,100mⅢと推定された｡この値は熱帯モンス

林巣技術No.(測41995.11

写真･5辺土名試験地の量水堰

一ン地域に比較し400～600ⅢⅢ少ないが,南九州よ

り100mⅢ多い地域に位慨する。

(2)図･2に，年ハイドログラフを示す。このハイ

ドログラフから，①両試験地の水流出の特徴は，

一降雨に対するi肖接流出の応答が鋭敏で，急激な

増水と減水を呈すること。②渇水期の日流出量は，

南明治山は0.2～0.3mⅢであり，辺土名では

0.7～0.8111mであること｡③南明治I1Iは降雨の季節

変動により，年間を通じて常に渇水となる可能性

がある流域であることがわかった。また，年降水

量に占める年基底流出減の割合は，南明治山13

％,辺土名30％であり，それぞれ年流出鐘の約50

％であった。

(3)流域の巌大損失爺は100～120mmであり，これ

はpF0.6～pF2.7の土壌孔隙に保持され得る土

壌水分貯留最に一致した。

(4)図･3に流況特性の評111iを示す。このIXIは，全

|聖l各地の試験流域2）（森林総合研究所，東京大学，

沖縄県林業試験場,流域而横100～103haオーダ）

に沖縄の結果を加え，流況係数と不圧地下水逓減

係数（β）の関係を示したものである。この図か

ら，花崗岩流域は堆積岩流域とでは異なった領域

に点が分布する。花崗岩流域は堆積器流域より流

況が安定しており，沖縄本島の両試験地は堆積岩

領域に分布し，そのほぼ中位に位置している。し

たがって沖縄本島の水源山地小流域は，本土と比

較し流況特性に関する大きな相違点がない。

(5)沖縄本島の水源蝋境を深刻にしている原因は，
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図･2 ハイドログラフ

100
降水鐙の季節変動のみならず，年蒸発散量が多い

ことや土壌層の水分貯留雄が少ないという地域的

要因による。

現段階では，成果としてはまだ少なく，熱帯と

本土の空白箇所を十分埋めるに至っていない。そ

のため，今後ともこの研究の継続努力が必要であ

ろう。

5．試験地の管理・運営

この試験研究は，森林総合研究所環境部の指導

の~ド，沖縄県林業試験場が南明治山と辺土名試験

地を用いて実施しているものである。このうち南

明治山試験林は，管理・運営上困難な問題を抱え

ている。すなわち，この試験地は県有林ではある

が，戦後米国海兵隊の演習地として利用されてき

た箇所であり，復帰後もこの状況が続いている。

このため過去にいろいろなトラブルがあった。こ

のうちまだ記憶に新しいものとしては,昭和53年

前後であったろうか，現地指導で来ていただいた，

当時農林省林野庁林業試験場の九州支所の室長が，

米軍の仕掛けた模擬地雷のピアノ線を引っかけら

れ，白煙とともに武装した米兵が出現した。大事

には至らなかったが，驚かされた事件であった。

そのほか，試験地への入城を拒否されたりする事

もあった。その後このようなトラブルは減ったよ

うに思う。しかし，このことは試験地の管理．運

営上大きな支障となっているため，早急に解決し

たいものである．

ところで、この水文試験地はまだ歴史も浅く，
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図･3流況特性の評価

（矢印は沖純本島の両試験地を示す）

102

これまでの間，機器の故障だけでなく，観測につ

いて試行錯誤の連続であった。年間を通じ欠測な

く流量データが得られた期間は少ない。南明治山

試験地では，6水年(1984,1988～91,1993)，辺

土名試験地4水年（1989～91,1993）である。こ

のため，本研究の目的の1つである森林の生長や

施業等による流出の変化を検討していくにはなお

年月が必要で，今後ともデータの蓄積が必要であ

る。このうち，懸案であった小面積伐採の影響試

験については，今年，小型のパーシャルフリュウ

ムを南明治山試験地上流部の小流域（約1ha)に

林業技術No.6441995.11
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設置し，伐採前の流量測定態勢がようやく準備で

きた段階である。

最後に，沖縄県では復帰後，社会の終備も着々

として行われ,当時の人口は95万人から，この20

年間で約30万人が増加した。また,観光客数も74

万人から315万人と急増し,1人当たりの平均給

水鍬も175//日（全国：370//日）から471//H

(全国398//I｣)となった。しかし産業の進展とと

もに，今後さらに水の需要は増大することが予想

される。沖縄鳥北部の主要河川のほとんどにダム

建設が実施され，満杯状態となっている現況から

すると，森林のもつ公益的機能の1つである水源

かん蕊機能にかかわる研究は，今後ますます亜要

性が高くなることと思う。
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芦生演習林における天然林の動態調査

安藤信
1はじめに

近畿|巻lでは，F|然草原や自然林の剣合

が全仙i積の3．5％と，全国平均をはるか

にドInlっている。その中で京都大学芦生

演習林は原生的なI倉I然が残された数少な

い森林として注目されている。しかし，

当地の天然林の林分構造や蓄積量が時間

の経過とともにどのように変化している

のか，この課題についてはまだ研究の緒

に就いたばかりと言わざるを得ない。本

はスギが減少して，斜而上部にモミ，ツ

ガが見られるようになり，コナラ，シデ

類に混じって常緑のウラジロガシが出現

する。この地域のスギは「アシウスギ」

と呼ばれるu本海側型の変種で，下垂し

た枝の接地部より発根する伏条更新を特

徴としている。

(2)過去からの天然林の取り扱い

本演習林は1921年に設置された｡それ

迫
。
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■
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私
》
熱
‐
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▲

あんどうまこと

京都大学腱学部

に就いたばかりと言わざるを得ない。本演習林で

近年始まった天然林，天然生林の動態に関する調

査のいくつかを紹介することにする。

2芦生の森林

(1)位置と立地条件

芦生滅習林（京都府北桑田郡美山町芦生）は京

都市街から北に40km,京都府の北東部にあり,:"

井，滋賀両県に接した由良川の源流部に位置する。

標高は355～959m,面積は4,186haである｡土壌

は大部分が適潤性褐色森林土で，一部尾根沿いに

ポドゾル化した土壌力咄現する。標高363mの演

習林事務所付近の年平均気温（9時観測）は

11.()℃前後，年降水鐘は2,000111H1を超え，積雪は

lm前後である。演習林の中心となる標高640m

の長治谷では，事務所より平均気温は2℃低く，

降水ﾙiは4001ⅢⅡ多く，，積雪深は2mに達する。

天然林は，標高600m付近を境に上部が温帯落

葉広葉樹林帯，下部が暖帯落葉広葉樹林帯に属し

ている。なお太平洋側と日本海側に分布する植物

種が混生するため構成種は多様で，スギが尾根部

を中心に高い割合を占める針広混交林である。標

高600m以'二の森林はスギの割合が特に尚く，広

葉樹はブナ，ミズナラを主体にミズメ，シデ類，

カエデ類等が優占する。それより標高が低い所で

以前の1893～1915年にかけて全域を対象に多量

のスギ丸太やクリ枕木が伐Ⅲ'され，1912～16年に

は巾.良川上流部でスギを保育する目的で広葉樹の

｢巻枯し｣が行われたという。一方，隣接する滋賀

県は木地師の発祥の地とされ，演習林内において

も良材が伐出されたようである。設満当年に上流

部の210haを対象にスギの伐採（平均で40nf/

ha)が行われ,1924～26年にかけては広葉樹の｢巻

枯し」が行われたが(613ha),それ以後は目立っ

た伐採は行われず，専らスギの保育に努めた。

戦後，1950年代後半から林道開設が進み，天然

林の伐採が行われ，天然更新地や人工林面積が一

気に増大した。その結果，現在ではスギやヒノキ

の人工林が250ha,中・大径木を伐採した後放置

されたり，天然林保育作業が加えられた天然生林

が1､800haであり,減習林面積の約半分は設滑後

ほとんど人為が加わっていない天然林と考えられ

ている。演習林では人為の加わり方が少ない約

2,000haを天然林研究区域に指定し，溌重な林分

10カ所(106ha)を保存林にしている。

3．天然林の林分構造と動態調査

(1)今までに行われてきた天然林調査

演習林では設置前後から天然林を対象に多くの

調査が行われてきた。表に演習林の教職員が直接

測定を行ったり，その成果が印刷物として報告さ

れているものを列挙した。それぞれ測定方法は異

なるが，調査のI的は，①広域，②艮期，③大面

＊安藤信

〒6()6京郁llj左京IX北白川追分町京都入学磯学部附臓
淡習林洲WiliaO75(753)6433FO75(753)6451

林業技術No.6441995.11



20

表・芦生演習林で行われた天然林，天然生林調査

出典方法その他目的謁言面槙対象調萱年

1）

針葉樹4寸，広葉樹5寸以上1）

2，3）

10q1I以上，主に天然林，施業案検定4,5,6,7)

5qll以上，天然林8)

(択伐前)天然林，実験施業林9）

長期(択伐後)針葉樹7肌広葉樹9帥以上,5年ごと

5d11以上，毎年，天然林10)

5d11以上,2年ごと,天然林と若齢天然生林11)

4qll以上'4年ごと，若齢天然生林12)

5011以上，今後5年ごと，天然林13)

5cm以上，天然林14)

10CM以上，天然林15)

10Cm以上，天然林16)

不明

173.3ha(12カ所）

不明(18カ所）

6.3ha(01ha×63カ所）

20×20m(斜距離）

9.4ha(5カ所）

7.2ha(上記中4カ所）

qlha

0.31ha(6カ所）

1.8ha(0.1ha×18カ所）

1.0ha

20ha(1ha×2カ所）

160ha

7.97ha

広域

広域

広域

広域

広域

大面憤

大面積

長期

長期

長期

長期

大面積

大面積

大面積

全域

全域

全域

全域

全域

4林班

4林班

4林班中ノツボ(9.1ha)

6林班小野子(9.5ha)

16林班池の谷(30ha)

18林班桝上(402ha)

同上

18林班モンドリ谷

5林班幽仙谷

①1920

②1922

③1932

④1964

⑤1970

⑥1974～77

1980～92中断

⑦1980～

⑧1980～

⑨1980～

⑩1981,1989～

1992～

⑪1992～

⑫1992～

＊このほか，1928年に投定．1980年から順次再調査，追脈没定された保停林'71についてもいくつかの林分で5年ごとに調査が継続されて

いる

横の3つに区分すること

ができる。設置前後から

1980年ごろまでは林況

を把握して森林施業に役

立てたり，標高や地形の

違いによる種の分布特性

を明らかにするために広

域的に調査を行ったもの

が多い。それ以降は天然

林の動態を調査するため

の永久試験地が設けられ，

1990年以降は大面積に

長期に測定するための試

験地が設定された。ここ

では長期測定を目的に現

在測定が継続されている

いくつかの試験地の概況

と測定方法について述べ

ることにする。

N

千向
刃
、
、

川試験地

麗保存林
一演習林

一等高線

－河川---＝
1j
哩良川〆、---…林道 鞄蛎搦所

500m
シV二~

0 2m
－
１

ｰ

シーー、ージ‐C

図・1芦生演習林の天然林の長期，大面積試験地と保存林

(2)現在調査が継続され

ている試験地根に沿って斜航.ド部に200mの帯状の調査区を

●桝上試験地：由良川最_上流部の_上谷右岸の支流設定した。標尚は715～805m,斜面の高低差90

桝_上谷左岸に位慨し，当地でもとりわけスギの混m9傾斜は平均27｡である。胸高直径5cm以上の樹

交率が高い天然林で，地域一帯は保存林に指定さ木を対象に直径および一部の樹高の測定を行い，

れている'7)｡1981年に東向きの尾根に幅50m,尾1989年と1994年に追跡調査を実施した。1981年

休業技術No.64ld11995.11
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*④は63カ所の調査IXの111"･
斜面|言部（●）と斜Ⅲiド部

,天然林と思われる林分

(○）に分けて平均した

を選び．

I1ロ 1
(）

19102030405060708(）9(）2000

四暦年

の測定時に土壌調査を行い，1989年には一部で樹

木位置図を作成した｡さらに1991年に最上流部の

標高770～820mの斜而上部(100m×100m)と

下流の標高70()～740mの沢部(50m×200m)の

2カ所に洲脊区(桝|:A,B)を追加設定した。測

定方法は_上記と同様で，ともに5年ごとの測定を

計両している。

●中ノツボ試験地：榧倉谷の支流である中ノツボ

上部，南西に向かって緩やかに下降する比較的広

い尾根部に位置し，特にスギの割合が高い天然林

である。演習林設置後は人手が加わっていない林

分であるが，当地域周辺にはそれ以前に枕木用の

クリが伐採された跡が残る。1980年に30m×30

m(水平面砿で0.0837ha,82年に0.1haに拡大）

の調査区を設定した。測定方法は桝上試験地と同

じであるが，設定後毎年測定を行っている。調査

区lﾉ1ではド脚仙生，スギ稚樹の伸長蝿，陽光量，

落葉枝･獄の調査を行うとともに，隣接した林分で

は1980年にスギ,1982年に広葉樹の伐倒による

現存最調査を行った。

●小野子試験地：由良川の支流である小野子西谷

最|急流部では，1981年に9.5haの天然林の伐採

が行われた。伐採方法は斜面上腹を通る林道より

上が直径30clll以_上，ドが20cm以上を伐採する径

級択伐である。前年の1980年に林道下の尾根，中

腹，沢部に伐採による林木の被害と，その後の更

新状況を調べるための調査区(計0.18ha)を設定

し，同年,隣接する天然林内にも同様の調査区(計

0.13ha)を設定した。測定方法は桝上試験地に準

じ，2年ごとに毎木調査を行っている。伐採区と

天然林区内では小プロットを設定し，スギ稚樹の

成長最調査も行っている。

●池の谷試験地：由良川最上流部の下谷左岸の池

の谷地区では,淡習林設置直後の1924年に天然ス

ギの撫育が行われ,26nf'/haの広葉樹が｢巻枯し」

されている｡その後放置された天然生林は1958年

に20cI11以上の径級伐採が行われ,翌年に，残され

たスギ稚樹を保育するため，広葉樹の「巻枯し」

や除伐（｢スギの刈I1Iし｣）が行われた。その後，

約20年を経過した1979年に，これらの天然生林

林業技術N().6441995.1」



22

で有用樹極を残す保育作業を実施したところ，林

地に多くの疎開地が生じた。1980年にこの若い天

然生林の林分椛造を明らかにし，省力的に，より

早く優良な林州に導くための作業方法の検討を開

始した。木林分を4つに区分し，1983年までの4

年間に樹櫛椛成，径級，地形等を考慮して4種類

の天然林保育作業をｲjった･各施業区内と保育作

業を施さない対照区内に調査区を設定し，4年ご

とに毎木調査を行っている。測定方法は桝上試験

地に準ずるが，対象はi自:径4Cm以上である。なお，

生枝~ド高，枝張りの測定も行っている。

以上のほかに1980年から順次再設定した保存

林'7)をはじめ,いくつかの天然林,天然生林でも調

査を継続している。今凶は紙面の都合上，割愛す

ることにする。

(3)各試験地から得られた成果

●天然林調査から：芦生の天然林では，スギ稚樹

をはじめ直径10cIII以下の小径木の割合が高く,桝

上試験地の測定結果から，直径5c皿以上の樹木に

占める5～10c川のものの荊合は本数で60%,胸高

断面積合計で4％,材儲で2％前後になる'8)｡今ま

でに行われてきた測定は，それぞれ対象にした直

径の範|ﾊ|が異なるため，ここでは比較的影響が少

ない材職の資料を川いて結果を比較してみること

にする。

演習林設樋前後の75年前の森林の蓄積は100

nf/ha前後'),65年前には針葉樹林が平均で140,

針広混交林が253,広葉樹林が21211f/haとされ

る。また，この針葉樹林の蓄積が異常に低いこと

の理由として，設置前まではスギのみが選伐され，

その伐採後の年数が浅かったことが指摘されてい

る2.3)。設瞬後40年あまり経過した1964年の蓄積

量は,斜面上部で平均270nf/ha,下部では林分に

よって大きく異なるが平均221m3/haで，全体に

増加しており，針葉樹が多い斜面上部で高い値を

示している7)。また1980年に開始したいくつかの

天然林の継続洲査によれば，広葉樹の割合が高く，

600㎡/ha前後の蓄穣の大きい林分では年成長率

が0．5％以下と低い値を7J《したのに対し，スギの

割合が尚い林分では蓄積城の大小にかかわらず

休業技術No.61.11995.11

1.5%前後の年成長率を示した。

一方,!|!ノツボ試験地の直径6～52cmの各直径

階にわたる16本のスギ伐倒調査から,スギの樹齢

は般大で200年を超え,50年生で樹高1～3m,

その後の樹高成長は個体差が大きく，成長の速い

もので150年生で20mに達し,遅いものでは100

年生で5～8mであるといった結果も得られて

いる。また,100年以上の個体の1/3が1890～1900

年に樹職i成提が急増しており，この時期に樹冠の

部分l'1，破壊があった可能性も示されている'0)。

以上，芦生の犬然林は過去にかなり人為が加わ

った可能性があり，現在までほとんど伐採されて

いない斜面~ド部の広葉樹が多い林分では蓄積鐘の

増加はほとんど兇られないが，スギが多い斜面上

部の林分の蓄破騒はさらに増加傾向を示している

ようである。

●若齢天然生林調査から：伐採後13年間測定を

継続している小野子試験地の結果から，天然林を

伐採した場合，伐採時に多くの後継稚樹が損傷を

受けるとともに，残存木も林地の環境の変化によ

って年々本数が減少した。このような状況は伐採

後5年間ぐらいは続き，スギ稚樹をはじめ残存木

が少ない斜而ド部の一部では，ほぼ無立木状態に

なった。しかし斜伽上部では残存しているスギ稚

樹の成長が盛んとなり，続いて中・低木種，さら

に高木種がi闇:径5cI11以'二に進級し，旺盛な成長が

両開した。森林の再生が遅れた斜面下部では，伐

採後10年ごろより|場生の中・低木種のタラノキ，

ヌルデに交じって，ミズメ，クリ，ミズキ等の高

水性の|湯樹が出現した。現在の蓄積量は斜面上部

で109㎡/ha,下部で29m3/ha,年成長率はそれぞ

れ5％，20％程度である。

伐採後約20年を経過してから調査を開始した

池の谷試験地の設定時の林分蓄積量は，斜面上部

で110～18011f/ha,下部で100～130nf/ha,年成

長率はともに5％前後であった。斜面上部でスギ

の割合が高く，カエデ類やミズメ，ミズナラ，コ

シアブラ等とともに，わずかであるがブナも洲現

しつつある。30年あまりを経過した現在，林分の

閉鎖に伴ってに|I・低木種のタラノキ等は枯死する
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を広げるといった配慮も必要となる。その

ための留意点について述べることにする。

（1）交通の便と現地の表示

調査地は雌も的確な結果の得られる林分

を選定する必典がある。しかし機材を運び，

人員を投入して短期間に測定を終了するた

めには林道に近いなど交通の便の良い所に

設定することもやむを得ず，早い時期に作

業道や歩道を新設することも検討に値する。

また，犬然林の上水調査は，測定の間隔が

5年,10年にわたる場合が多い。設定後は，

｜現地に調査地を明示する位置図と内容を表

示する看板を設脳し，｜劃印を付けたり，歩

道を幣備しておく。

（2）設定時における現地調査

調査地の設定に雄も多くの経費，人員，

iをかけるべきである鐙プロットは測壁を行っ
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図･3若い天然生林の蓄積量の変化

時間をかけるべきである。プロットは測堂を行っ

て，周囲に永久杭を埋めるとともに，大きい調査

区であればいくつかのサブプロットに細分し，ク

レモナロープなどで周囲を巡らす。調査区の標高，

方位，地形，林況などを正確に記録し，地形図で

確認する。天然林の動態を調べるためには中・低

木極と，高木極の維樹の動態が重要である。その

ためには直径が駁低5cI11以上の樹木の測定が理想

である。測定木に太めのダイモテープでナンバリ

ングを行い，直径の測定部分にペンキ等で印を付

け，再測定を容易にする。樹木の位置図の作成は

きわめて多大な労力を必要とするが，枯死，進級

が著しい苫齢の犬然生林の調査では測定木を特定

するのに有効である。継続調査ではなかなかでき

ない樹高その他の測定項目について測定を行う。

調査野帳には以上の測定方法，調査地の概況を記

戦し，調査者やその分担，天候，調査時刻などを

メモする。このような作業はきわめて単純である

が再測定を行うときには重要な資料となる。

(3)調査結果の整理

調査終了後，データはできるだけ早く整理し，

問題点を明らかにしておく。また，設定時であれ

ば調査を始めた動機，目的，測定方法，林況，詳

細な調査地位間叉I等の街料を整理し，印刷物など

写真・伐採後13年を経過した林地(1994.11小野子試験地）

天然生林では尾根部でスギ稚樹の生育が著しく，沢

部では有用広葉樹の更新も見られる

ものも見られるが，森林の上層部は高木種と中・

低木種が混在し,林分蓄積堂は斜ili上部で240mm/

ha,-ド部でも150nf/haを超えている。

4．天然林の長期継続調査

天然林を対象にした調査は広域的に，あるいは

大而獄に長期にわたって行うことが望ましい。し

かし，測定は成長停止期の短い期間に，限られた

経費と労力で行わなければならないため，現実に

は計画段階で調査内容の選択をしなくてはならな

い。測定の継続を主たる|引的とするならば，短期

間で行えるように項I]を絞るとともに，測定間隔

林業技術No644199511
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で複数残すように配慮する。

(4)継続調査を行うための試験設計

森林の調査は,2，3名を1単位に複数で行うと

最も効率的である。測定を完了するための作業量

を人工数で示して，最小限の単位で，数日で測定

が終了するように項目にランクづけを行って，無

理のない計画を立てるべきである。再測定は前回

の資料を有効に活用して正確に行い，次の測定が

容易に実施できるよう調査区内を整備する。常に

有能な若手の共同研究者を募って，継続調査者を

複数確保する必要がある。

調査面積が小さくても，測定を継続していくた

めには並々ならぬ努力が必要である。わが国では

天然林を対象にしたこの種の研究が少ないだけに，

調査が継続され多くの成果が上がることを期待し

ている。

芦生演習林の長期，大面積に行われた天然林，天然生林
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；鉄道蕊や_瀞診陸止林，
秋田第1号飛砂防止林儲

§….…"……………｡………………….…….……錘……
1．はじめに

いろいろな自然災害から鉄道線路を守るために

設置されている林がある。それは鉄道林といって

いる。

山間部を通る鉄道沿線には，なだれやふぶき等

の防止のために鉄道林が設けられている。また，

海岸沿いを通る線路にも，海岸からの砂の移動を

止めるために緑のベルト地帯が設けられている。

列車に乗っていて窓から景色を眺めていると，何

の変哲もない林が続き，見逃しそうなこの鉄道林

であるが，その林が防災効果を発揮し生長するま

でには大変な苦労があったと聞いている(写真･1)。

ここでは，鉄道林の中でも飛砂防止の目的で設

置された国鉄時代の第1号林を紹介する。

2鉄道林の第1号

鉄道林は，その設置目的により9種類に分けら

れている。第1号林が設置された年を種類別に見

ると，ふぶき防止林が明治26年と最も古く，続い

てなだれ防止林が明治45年,水源かん養林が大正

3年，土砂崩壊防止林が大正9年となっている。

その翌年の大正10年に,飛砂防止林が鉄道林の種

写真．l成林した防止林

類の中で5番目に誕生している。

その飛砂防止林の第1号は，日本海に面して走

る羽越本線の羽後亀田と新屋間(秋田より10knl南

の位置）にあり，現在も飛砂防止に役立っている。

しかし，何事もないかのように生長しているこの

林が活躍するまでには，幾多の苦難な道を経てき

た。

3．防止林設置前の状況（荒木毅男氏の記録より）

飛砂防止の第1号林の位置する区間は大正9年

2月22日に開通しているが，当時の新屋.下浜．

道川・羽後亀田では海岸からの飛砂が激しく，羽

越北線の建設を担当した秋田建設事務所は，所々

に板張りの飛砂止垣を設置した。しかし営業線に

なってから，強風による飛砂は築堤線路内のとこ

ろでも軌間内に累積し，脱線の危険が生ずるほど

で，軌道の保守には甚だ困難していた。

また，一面20尺を超える高築堤のところでも，

飛砂は線路を越えて半農半漁の村人の畑を埋没し

てしまうほどであった，と記している（荒木氏は

当時鉄道省工務局営林担当)。

4．飛砂の被害状況

羽後亀田と新屋間は，特に海渚線に近接してい

る区間であり(図｡l)，桂根海岸に注ぐ境川をはじ

め河川が大溌の土砂を供給し，荒漠たる移動砂丘

が随所に見られた。一方，軌間内には係員が見回

って1時間もたたないうちに10c111を超える砂が

獄もるため，飛砂の堆積状況を監視する警戒員や

除砂作業員を配慨するなどの努力を重ねた。しか

し，日本海側特有の季節風に乗った雪混じりの飛

砂は，板垣を倒壊したり線路を埋没し，ついには

砂捨て列車を運行するまでに至った。

当時の災害記録を見ると，大正10年,11年,12

林業技術No.64‘1199511
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表・1当時の災害記録
凡例

発生年月日 種別 被害状況 記事

鯵
大正9．12

〃10.1020

〃1111.20

〃12．3

〃12．4

運転不能

列車脱線

〃

運転不能

〃

線路上の准砂

同上

同上

砂防板塀倒壊による娃砂

同上

堆砂レール上30帥
飛砂発生範囲
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図･2寶立工概略図
図．l飛砂発生区域

表･2年度別飛砂防止林用苗圃養成苗木本数

葛瞳建 大正12年度 〃2年度〃13年度 〃14年度 昭和元年塵 〃3年度 〃4年度 〃5年度 〃6年度 〃7年度 計

、

クロマツ

アカシア

ネムノキ

25.900 73,700

10,000

15.300

146,050

17,400

2,000

172,310 131,760 125,400

3,200

96,800

142,000

7,300

817,120

39,100

172,570

5.000 3,500

34,300 76,870

計 5,000 25,900 99.000 165,450 37.800 249,180 131,760 165.400 149,300 1,028.790

年と鉄道への被害があり，線路が埋没して脱線し

たり列車の運行が不能となる等の障害が発生した

(表.l)。

また，レールを同定する犬釘が飛砂と塩害によ

り腐朽が進んだり，道床ふるい分作業が増える等

の被害もあった。

5．飛砂防止林の誕生

前述したように，板張りの防止対策が完全に失

敗したため，大正11年11月10日に高さ1.2m,

延長3,591mの大規模な賛立工を設置した（図・

2)。さらに大正12年10月にはその延長を増やし’

7,172mを設置した(表・3)。また，賓立工の設置

と同時にクロマツとアカシアの造林を開始した。

これが飛砂防止のために造成した鉄道林の第1号

である。

当初，防止林造成に際しては，全砂地面におけ

る飛砂沈静の目的として，海岸渚線から近い所で

15m,最も離れた所で26mの位置に賛立工を施

工している。また，これを基線として18mごとに

平行な前柵を数列設けた｡さらに前柵に対し45度

あるいは直角の角度で小柵を設置した。

植栽は1ha当たり7,596本の正三角形植えで，

樹種はクロマツの3年生およびアカシアの2年生

の苗木を混植し，砂地において苗木の活着を補助
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するため,IXi・3のように稲蕊を苗木の根元の周囲

に埋設し，さらに風衝を防止する目的で藁立てを

施している。この結果，枯損の被害も少なく生長し

た。そして造林10年後の昭和7年には，クロマツ

の樹高は4mに達し，建設当時の風景とは全く異

なる美林が育ち，飛砂による被害が絶無となった。

6．苗木の購入話

苗木の購入については，わざわざ太平洋側の石

巻まで出かけて買っていたらしい｡当時は業者が

苗木代金を受け取ると’苗木を全部引き渡たす前

に雲隠れするような時代だった。実際に苗木のI職

入に携わった荒木氏の記録は，そのときの様子を

次のように記している。

「当時石巻付近に苗圃を有する苗木商人か

らクロマツを購入すべく小生単身で乗込んだ。

苗木の峨入については商人から丸め込まれる

虞れがあるので，伊藤健君が夏下宿して海水

浴をすると云う川沿いの宿に泊めてもらい，

商人には宿屋を不明にした｡小生がI職入する

苗木を全部見ると云うのに,商人は第何番剛

は3里，第何番|剛は更にそれから’里半山に

あるとか云われ，とうとう全部見ずに信用す

ることにして，苗木を職入し現場に送ったこ

とを憶えています」

7苗圃の設置

そんな泥棒みたいな苗木商人が横行してい

たかどうかは定かではないが，自前で苗木の

養生と防止林に供給する苗木を獲成するため,

大正12年,羽後亀田と

道川の間（現在の亀田

8．防止林造成の苦難

防止林の新設は，昭和7年度までは表｡3のよう

になっている｡合計の面積は約97haで,防護延長

も約121inlになった。また，植栽本数は67万本に

達し，賛立工敷設も約121"に増備された。一方，

防止林に補植された苗木本数は次のとおりである。

クロマツ1,037,190本

アカシア54,900

ネムノキ138,900

ヤナギ4,700

計1,235,690本

つまり,新植された67万本に対して約2倍近い

狸

ゾ．

； ~一

b
図･3飛砂防止林造林標準図

表･3羽越本線飛砂防止林新設表

1号林：国道7号線港

ドライブインの裏）に

0.9haの苗圃が設置

された。

樹種は主としてクロ

マツで，ほかにはアカ

シア．ネムノキで，昭

和4年以降はクロマツ

を毎年10万本以上養

成していた（表・2)。

樹種別新橦丞数

新設年度 区間 林地延長 林地面積 賓両延晨箇所数

クロマツ ネムノキ アカシア 計

m］ 本 本 本 本m

3.611

7.152

1.420

m

511
大正

10年度

〃

11年度

〃

12年度

昭和
7年度

羽後亀田

～新屋

羽後魎田
～新屋

羽後亀田

～新屋

府屋構内

－
９
８
１

－－ﾛﾛ－

278.320

678.545

15．950

3,591

7,172

538

83,530

453,270

23,810

83,550

25.770

167.080

479,040

25,8102,000

12,183 109.320 671,930計 18 972.815 11‘812 560.610 2,000

林業技術No.6441995．11



28

写真･2海岸側の状態

本数が補植されていることになる。そ

の後も継続して補植された記録もある

ことから，飛砂防止林を保守していく

ことが，いかに地道で苦難な道を経て

きたかが想像できる。

また，昭和8年,26年，49年と防止

林が次々と造成されて，現在，羽越本

線では林地数が12カ所，約126haの

面積で,9.6k111の線路を飛砂災害から

防護しており，飛砂発生延長13k''1の

74％に達している。

9．現在の状況

現在の防止林は，海岸側の林縁が強風と塩害に

より傾斜したり，樹冠が極端な片枝張りで下枝も

枯れ上がっているが，林内は砂の移動が全く見ら

れず,R=16m,D=20cmのクロマツで守られて

いる(写真･2)。それを裏付けるように，昭和62年

5月に発生した砂嵐のときには，付近の海水浴場

の「海の家」が砂ですっぽり埋められ,3E1がか

りでブルドーザーで掘り出したという被害が起き

たが，防止林側では何事もなかった。このように，

防止林は地味ではあるが，縁の下の力持ちとなっ

て活躍している。

また昭和37年10月には，それまでの飛砂防止

の実績が評価され，秋田第1号飛砂防止林（正式

には下浜2号林の一部)が鉄道記念物第19号に指

定された。その記念碑は桂根駅構内にあり(写真．

|氷業技術No.6441995．11

鐙
涼

灘

写真･3桂根駅構内にある記念碑（題字は十河総裁）

h灯

h

1．

1劇
’

1
~

写真･4記念碑の前に立つ十河国鉄総裁(S38118)

3,4)，指定当時の十河国鉄総裁の書が刻まれてい

て，造成時の苦難をねぎらうかのように建ってい

る。

10．おわりに

飛砂地域における造林は，砂の移動との戦いで

あるが，いかに砂を静め苗木を活着させるかにあ

る。飛砂に対抗しようとしたらうまくいかない。

砂の移動を目でとらえ，風の動きを顔で受け止め，

自然の力を全身で感じながら進めることが肝要で

ある。

飛砂防止林造成の記録を調べているうちに，私

自身の自然に対する感性がいかに足りないのかを

強く感じたと|司時に防止林造成に対する先輩達の

御苦労を再認識した。

(JR東日本旅客鉄道㈱秋田支社工務部施設課嶺席）

I



研究報告第24号

平成6年12月

山形県立林業試験場

ロスギ構造材の乾燥法(1)一背

割材の乾燥特性と強度性能

口複層林内の種雪と下水の動態

一下木配置と下木の形態の季節

変化

口複層林内相対照度と上木林分愉

造および下木の動態

口スギの組織塘養(1)

光珠内季報No.98

平成7年2月

北海道立林業試験場

一ブナの更新過程における花・種

子・碓樹の数の推移

ハーベスタを中心とする間伐作

業一ハーベスタ･フォワーダを組

み合わせた作業マニュアル

ニマツを枯らす害虫，マツノクロ

ホシハバチ

京都大学農学部演習林集報

第27号

平成7年3月

京都大学農学部附属演習林

口林水の摘葉試験，とくに全葉摘

葉に対する林木の反応

口上賀茂試験地に育てられている

マツ属林分のリターフォールの季

節変化および植葉性昆虫類の虫糞

量

京都大学農学部演習林集報

第28号

平成7年3月

京都大学農学部附属演習林

★ここに紹介する資料は市販されていない

ものです。必要な方は発行所へお問い合

わせくださるようお願いいたします。

口徳山試験地に順栽されているマ

ツ林のマツ枯れ被辨の経過と分布

様式

ロオオゴンメタセコイアとメタセ

コイアの交雑による絲実，実生苗

の生育について

ロ徳山試験地における峻性雨につ

いて-1993年度の調査結果

一芦生演習林の長治谷作業所にお

ける気象観測について

－釧路湿原倒立公園の観光利用に

ついて－標茶町を蛎例にして

芦生演習林の森林軌道の沿革に

ついて

三重県林業技術センター研究

報告第9号

平成7年3月

三重県林業技術センター

同三重県におけるスギ葉枯らし試

験（1）－含水率の減少効果

三載県産スギ心持ち住材の人工

乾燥試験(1)一商温腱乾燥と生

材含水率の仕分けによる効率的な

乾燥方法の検討

岐阜県林業センター研究報告

第23号

平成7年3月

岐阜県林業センター

ロケヤキ天然林の生育状況とケヤ

キ稚樹の更新状況について

E岐阜県における巨樹，巨木林の

姓育状況について

口腹層林の梼理技術の開発(1)

－今須林業における粥II'寺複l簡林

の現状について

岐阜県南部における降水と森林

の実態調査(1)

ロシイタケの菌床栽培体系化試験

29

口ヌメリスギタケの人.L俄培に関

する研究

北海道林業試験場研究報告

第32号

平成7年3月

北海道立林業試験場

ロ樹木の根系の成長に関する基礎

的研究

．北海道南部のサワグルミ林の成

立維持機描に関する研究

三重大学生物資源学部演習林

報告第19号

平成7年3月

三重大学生物資源学部附属演習林

ロ三重県下の山村地域における道

路交通網の機能構造解析と森林経

営環境整附一AHP法を導入し

た林道綱の多属性便益椛造解析

林産試験場研究報告第84号

平成7年3月

北海道立林産試験場

口木材の調色（第2報）

試験報告第9号

山口県林業指導センター

ロスギ榊英樹クローンの造林初期

における成育特性について

ロ複層林造成技術に関する研究

(1)一複脚林の林内照度及び下

木成長の推移

戸複層林造成技術に関する研究

(II)－複屈林の上水伐倒に伴う

下水への影群

口天然生コナラニ次林における林

分繊造調査

口天然生コナラニ次林における間

伐調査

口スギ柱材の乾燥過程における経

時変化

休業技術No.6441995.1]
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北海道の森林・林業の

方向性に関する

アンケート調査について

－ノース′フヶレえ／〃

〃,デンヴンスのだめに一

雪
雪
罵
鰯
恵
濤
繍

である。

本アンケート調査はその一環と

して，本年4月3～5日に北海道

札'晩市で開催された第10611111~1本

林学会において，学会参加者を対

象にして実施し，北海道の森林・

林業の今後の方向性について処方

菱を求めたものであるc

2．回答者の内訳

lnl答者数は155名（回収率約24

％）で，これは学会参加予定の研

究者（448名）の約21％をカバー

し，内訳は道内69名，道外86名

であった。また，職業別には研究

者94名，学生24名，公務員22

名，会社員･その他15名で，性別

は男性]43名，女性12名であっ

た。

3．アンケートの結果

設問1．森林施業の方向性につ

いて

⑧選択肢(4)を選択した者が道

内，道外ともいちばん多くを占め

(全休の約半分)，森林生態系の維

持・保全など環境面にimll足をより

置くべきとの声が大きかった。

⑧各設問にコメンI､欄を設けて

さらに詳しい怠見をくみ上げたが

｢ゾーニング｣を行うべきとの主張

が太宗をlliめた。代表例を繋げる

と,r生産林，鰍境保全林，生態系

および生物多様性保全林などに区

分した森林の適正配置」という意

見などであった。

②さらに，陸|土利用の総合的観

点から森林の役割・線引きを明確

にすべきとの意見もあった。

設問2．若齢林育成の方向性

⑨前述した投間lのII'I答とlf1じ

方向で，「エコロジカル｣な育成体

系が，世代を問わず支持されてい

る。コメント柵においても，若齢

人.r林についてはr条件の良い所

たかぎしげる

高木茂(北海道営林局計画課長）

1．アンケートの意義

1992年6月に，ブラジルで開催

されたUNCED(環境と開発に関

する国連会議）において地球的規

模での森林の持続可能性が国際的

に論議され，森林原則声明等国際

的合意形成がなされたことは我々

の記憶に新しいところである。現

在，これに向けてCSD(国連持続

可能開発委員会）等の場で各種取

り組みがなされているところであ

るが，この「森林の持続可能性の

確保」は，わが国北海道において

も達成されるべきテーゼであるこ

とから，本年，この持続可能な森

林を北海道のフィールド全体にお

いて実現し，かつて北海道の経済

的，文化的発展を支えた豊かな森

林が，再び産業発展の源として機

能するだけでなく，かけがえのな

い各種公益的機能を発揮して新し

い森林文化創造のための源となる

べく，新たに道民参加型の「北の

森21(仮称)｣運動を興したところ

唾ビ，

(5)その他 (2)林道網等の
基盤整備や
人工補整ぽど

勺的な択伐施業を
砿極的に(4)森林生態系の維持等

環境保全機能発揮の施業

－北海道……･北海道以外一一‐合計（％）

綴騨森林施業の方向性について

林業技術No.6441995.l1



10J('綴#蕊繍
とも〈二

(5)その他

(4)これまでと異なる

エコロジカルな育成林業

(2)齢級配置の
適正化等，
林分櫛造
の改善

の技術体系に

依存しつつ環境形
成等の保全管理

－北海道・……北海道以外一合計（％）

繍若齢林育成の方向性について

(6)その他 (2)人工林で林業生罐し

|到噛豐材時代への条制

悠備

(3)広葉樹生産等に
し外材との共有

将化

(5)森林を多目

公的資金，
を導入

－(4)環境機能の発揮に重点を置き

公的支援導入

一北海道－．－北海道以外一一‐合計（％）

総林業経営(森林管理)の今後の方向性について

は積極的に施業」との声が大きか

ったのに対し，若齢天然林につい

ては，「長いスパン（長伐期）で考

え，天然力を最大限活用」といっ

た意見が多く，｢人工一斉林の複層

林化,広葉樹をモザイク状に配置」

や「侵入広葉樹を活用し針広混交

林化に誘導｣.など具体的に記述し

たものもあった。

設問3．林業経営（森林管理）の

今後の方向性について

鶴選択肢(4)，(5)の環境機能の

発揮や公的資金の導入に積極的な

意見が道内において過半を占め，

これに対して道外では半数に湖た

なかった。

31

会.蕊鈴恵曝

露なかでも公的資金の導入につ

いては,｢円高など現在の情勢の中

で，北海道において林業を成り立

たせるのは困難。環境としての森

林の重要性から，他資金を活用し

整備を進めるべき」との声が多か

った。

蟻さらに機械化についてもコメ

ントが寄せられており，｢現在の人

工林のうち国際的に競争力の期待

できる林地は高性能機械化・林道

網等により特化」との指摘があっ

た。

設問4．これからの北海道の森

林・林業を表すキーワード

鯵キーワードのベスト3は,《持

続可能な森林管理》，《生物多様性

の保全》，《森林生態系》で，反面，

《二酸化炭素の吸収･固定》や《ワ

イズ・ユース》は少なかった。

設問5人工生態系の応用可能

性

鰯選択肢(4)，(5)がパーセント

で両者合計で約6割を占め，森

林・林業への人工生態系の応用困

難性を指摘する声が多かった。

設問6．その他アドバイス

鶴自由にアドバイス・意見をい

ただいたが，目立ったのは，「森

林・林業関係者だけでなく広く一

般市民（国民）との合意形成が不

可欠の時代。匡|民の理解を得るた

めのPRと学習フィールドの提供

が必要」との旨の啓発・普及が強

調されていた。

鶴また,｢特別会計の国有林は一

般会計で賄われるべき」といった

指摘のほか,｢林業|淵題の解決を林

業を超えた次元で解決すべき」と

したものもあった。

総括

以上さまざま見てきたように，

北海道の森林・林業の方向性につ

林業技術No6441995．11
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会員の露場

(1)持続可能な森林経営

30"

(6)ワイズ
ユース

(5)環境財

(2)森林における

二酸化炭素の
吸収・固定

(3)生物多様性の
保全

(4)森林生態系

一北海道…．．－北海道以外一一‐合計（％）

鍵議これからの北海道の森林･林業を表すｷー ﾜー ドについて

(6)その他

(5)応用は
不可能である

'、~

"1(1)瀧凱0年）

10－ (2)2010年
ごろ

(3)2020fi
ごろ

(4)応用すべきではない

一北海道……北海道以外一一‐合計（％）

鐵溌人工生態系の応用可能性について

いては研究者等を中心に真蟄な意

見が寄せられ，北海道の森林・林

業への関心の高さを感じた。

これらを，5つのキーワードに

まとめ，分析すれば以下のように

なろう。

①「ゾーニング」

休業技術No.6441995.11

より森林生態系に配慮した施業

を望みつつ，従来の森林施業にも

配慮するため森林の機能区分に応

じた「ゾーニングJを行うべきと

の意見が太宗を占めた。

この意見の底流には，従来の予

定調和的森林施業が最近の地球隙

境問題，森林の持続i'J#E'IWliの確保

等の論議の'.I｣で限界が指燗される

ようになり，これらの解決のため

には必要峨小l眼「ゾーニング」を

行うことが認識されてきているも

のと考えられる。

ちなみに，わが唾I幽有林におい

ては，すでにこのrゾーニング」

を具体的に実施しており，全国の

国有林をr国土保全林｣9｢自然維

持林｣，「森林空間利用林｣，「木材

生産林」に4大別して，それぞれ

の機能（｢水源かん養機能」はすべ

ての森林に共通）が発揮されるよ

うに各種施業に努めているところ

である。このような，森林の機能

類型に応じた管理・経営を行うこ

とが，森林の櫛する多様な機能を

確保・発揮し，持続IIJ能な経営を

確立するうえで亜要と認識する。

経営管理の一環として導入され

ている国有林以外の公有林，私有

林においても，これらの僅分に準

じて機能類型区分を行うことが，

極めて重要であろう。

さらに「ゾーニング」を行うに

あたり，般近目立つ国民参加によ

る森林造成の流れの中で,「ゾーニ

ング」に地域住民を参加させるよ

うな枠組みを作ることが必要であ

り，このことはUNCEDのリオ宣

言の実践にもつながるrパラダイ

ムの転換」の．‐つであると確信す

る。

なお，「プレ・ゾーニング」とい

った愈見もあったが，農III村地域

の保全に当たってはIIJ山間地帯も

含めた森林の果たすべき役剖につ

いて蒋評II1されることが亜要と考

える。

②「エコロジカル」

．上記のゾーニングを踏まえて，

蒋齢人工林については,lili値の実



現，投資の回収のため従来型の職

種的な保育・間伐を実施すべきと

する意見が多かった反面，若齢犬

然林については，針広混交林への

誘導，複層林への移行促進など，

自然力依存型ともいえる新たなタ

イプの施業（エコロジカル施業）

を目指すべきとする意見が多かっ

た。これは，北方森林を合自然的

に取り扱うべきであって，これま

での拡大造林等技術に対する反省

が込められているものと考えられ

る。

この「エコロジカル施業」につ

いては，侵入広葉樹の育成や植栽

造林木の長伐期化など必ずしも通

常の施業になじまない職境顛視''1り

側而もあり，森林という社会演本

の充実にも資することから，その

実施に当たっては公的な支援も必

要と考える。

③「公的支援・外部資金」

外材輸入の実態に加え，雌近の

円高を踏まえるならば，元来自然

条件の厳しく成長鼓の相対的低位

な北海道の森林において，すべて

のエリアにおいて国際競争力のあ

る産業としての林業が成立するの

は困難との認識が強かった。むし

ろ，北方森林の社会的mli値の肢た

るものとして，森林生態系，種の

多様性など環境面に着|言Iした施業

を行うことに重点を置き，そのた

めに必要な費用は公的資金（補助

金等）によって賄われることも可

としている。

このことは，北海道の林業を林

業という産業の枠組みを超えた社

会・経済的な枠組みの中で解決す

べきであるとした意見と見られ，

検討に値する重要なテーマであろ

う。

④「機械化」

北海道こそが，林道の高密路綱

と一体となった林業機械化の可能

性を持っている旨の意見や，高密

路網をベースにした機械化により

集約施業を実施し，それができな

い所は必要雌小限の（エコロジカ

ルな）施業をすべき旨の意見がみ

られた。

⑤「一般市民」

一般の人々に対して森林・林業

に対する理解と協力を得るため，

一般市民に対する啓発，普及が必

要である旨の意見が多かった。こ

れも,|上海道の森林が有する脆弱性，

森林化態系，種の保存等の観点か

ら，販要|!|;をPRしていくことが

亜喚かと考える。

なお，林業教育，環境教育の場

として種概的に活用していくべき

との意見もあった。

職これら5つのキーワードを踏

まえて，今後の方向性を試みに描

くと以~ドのようになる。

◆北海道の森林については，美し

く，かつ弱い自然であるがゆえに

森林の持続的利用と保全の両立を

確保することが焦眉の急であり，

このためには現在国有林で行われ

ているような森林の機能区分に応

じたrゾーニング」を実施するべ

きである。

◆具体的には，従来の区分である

天然林，人工林にこだわらず，将

来とも林業生産地域として木材生

態機能の発揮を優先すべき所と，

森林生態系・種の多様性等に基づ

き公茄的機能を優先すべき所に必

要殿小限2大別すべきである。

◆そして前荊においては高性能機

械の導入と尚密路網化，さらには

エコロジカルな対応により収益の

'二がる（または持続性が確保され

た）北海道型林業を追求する。
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◆後者については保護林のように

厳正に保護する地域や，生態系の

保全に留意しつつ,一定の利用(レ

クリエーション利用をも含む）を

認める地域，野生動物の保護地域，

環境教育の場として活用する地域

など社会の森林に対する熟成度，

一般市民の参加・判断を反映させ

つつ段階的に対応していくことが

重要と考える。

◆国産材時代へのシナリオともい

える流域管理システムとの関係に

ついては，森林の保全を確保する

ため一定限度の主権の制限を行わ

ざるを得ず，これに対しては公的

な支援（補助金のかさ上げ，交付

金等）を考慮すべきである。

◆ゾーニングに伴う施業の展開に

当たっては，北海道民や地域住民

の意向を踏まえ，一定のコンセン

サスを得ながら実施していくこと

が必要である。

◆なお,私見であるが,「エコロジ

カル｣な施業，「ゾーニング｣，「機

械化｣,等のイメージが見え隠れし

たのにもかかわらず，人工生態系

については懐疑的な意見が多かっ

た。これは森林・林業研究者の自

信と理解したい。

編集部受贈図書（敬称I獅

ご寄贈ありがとうございまし

た。

『社会科副読本『わかやまの農林

水産業｣第九版』，わかやまの農
林水産業編集専門委員会編,104

頁。

諺自然史双書6虫こぶ入門』，

薄葉重著，251頁，2,400円，
八坂書房"03-3293-7975o

r古道紀行甲州街道QIr古道紀

行塩の道』，小山和箸，各

193頁，1,800円，保育社公06-
932-6601。
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金蔓の砿場

青年海外協力隊員

報告レポートグンパ家シア

瞳成蕊懸隊l 雛'寛薦惑那地方事務所

鯵応募のきっかけ

1980年代以降,地球環境を取り

巻く問題が盛んに報道されるよう

になり，なかでも熱帯林の破壊が

大きく取り上げられてきた。時を

同じくしてI1本のODA(政府開

発援助）を巡っても，その使われ

方に注意が払われるようになり，

国際化ということが政府を挙げて

叫ばれるようになった。当時，大

学生だった私は，実際のところ熱

帯林の現状はどうであるのか，日

本の海外援助協力の実情はどうで

あるのか，その中で自分にも何か

できないだろうかという思いが強

くなり，確かめてみたくなった。

そして大学卒業後，職種は森林経

営として,1990年7月から92年

10月まで,青年海外協力隊として

インドネシアに赴任した。

鱒第一印象として

インドネシアは，赤道を中心に

東西に伸びた人口約1"9000万

人，而積約200万l<㎡(H本の約5

倍),海域を含めるとヨーロッパに

匹敵する広さを有する1万4000
しよ

以上の島から成る島蝋国である。

宗教も8割強を占めるイスラム教

のほか，プロテスタント・カトリ

ック・ヒンズー教・仏教等があり．

が

生態学で派遣されていた小林隊員とNTT(NusaTenggaraTimur)内にある

Sumba島に調査に行った際，世話になった農家の人たちと（前列左より2番目
が小林隊員，3番目後方が筆者）

林業技術No.64-11995.11

300以上の部族,200以上の詩語を

有し，1つの国であるのが不思議

なくらい，多様性に満ちた国だ。

初めて首都ジャカルタを兇たと

き，日本の戦後賠悩で建てられた

高阿ビルを含むビル群，近代的な

街並みをHの当たりにし，これが

本当に援助を必要としている国な

のかと疑問に思ったが，一方でス

ラムや浮浪者が多く'三|につき，貧

富の差のコントラストが強く印象

に残った。

鍵私の赴任地クパン

私の赴任地は，インドネシアの

束に位置する東ヌサテンガラ州の

チモール鳥にある州都のクパン市

で,ジャカルタより200()lilllほど離

れたオーストラリアに近い所に位

置している。気候的にもオースト

ラリア北部に似ており，年間降水

壁はクパン市周辺で1000mm前後

で,そのほとんどが12月～3月ま

での3カ月程度の雨季に集中し，

9カ月近くはほとんど雨のない厳

しい乾季であり，乾季の後半には

小さな河川は水が枯れて，水の入

手がたびたび附難となる。地質的

にはチモール島は世界でも有数の

隆起サンゴの島で，土壌は総じて

薄い。

人種的にはミクロネシア系の人

が多く，肌が黒いため，半乾燥の

サバンナ気候と棚まって，アフリ

カのサバンナ地方にいるような錯

覚を持つほどである。人々の生活

はインドネシア国内では最も貧し

く，インドネシアのGDPの4割

程度の水準で，農民の主食はコメ

ではなくトウモロコシであり，さ

らに住民の9割方がキリスト教徒

である。このような点でも，普通

インドネシアに持つ一般的な印象



任期終了直前に高橋所長が任地視察に来られた際に， 地元の農民と

(1994年10月）

とはかなり趣を異にしている。

霧援助活動について

インドネシアにおける日本の援

助は，戦後賠償から始まり，その

歴史は長く，1990年ではH本の

ODAの最大の供出国であり，現

地事務所も国際協力事業団の在外

事務所の中では最も規模が大きい

のである。

しかし現地では，協力隊のこと

を専門家の部下みたいな理解の仕

方をしており，活動形式の質的な

違い，例えば，その国の組織の中

に入って同じ立場で共に働くとい

ったことが理解されておらず,H

本側の資金で何らかのプロジェク

ト方式の技術援助をしてくれるの

だろうと一般的に認識されていた。

私が配属された林業省管轄の林

業試験場でも同様で，つたないイ

ンドネシア語で現地の複雑な行政

組織を理解し，この誤解を払拭す

るのにかなり時間を要した。

またそれに加えて，協力隊の活

動は25年の歴史を持っているの

だが，インドネシアではやっと3

年目で，協力隊活動に対する

JICA事務所の-|-分なコンセンサ

スができておらず，活動ができる

状態になったのは赴任1年後の

91年7月以降からであった。

錫森林経営の厳しさ

私の配属先は,85年にインドネ

シアでは初めて，|も乾燥(サバンナ）

地域を対象にプロジェクi､形式か

ら始めたもので，それ以前にはほ

とんど何もされておらず，研究怖

報等も乏しかった。燃料としての

薪炭の伐採と，牛・II1羊等の過放

牧とそれに伴う野焼により，森林

の更新を阻害し，急速に土地が荒

廃してきているため，土地保全．

森林造成が急務となっている点に

清同して，マメ科の郷土樹樋であ

るインドシタンの苗の肥端試験と

造林試験を主眼に活動を行った。

しかし，ほかの試験研究と異な

り，成林するまで何年も要すると

いう特殊性を考えると，協ﾉJ隊の

たった2年あまりの活勤ではたい

した事ができなかったが，できな

いなりにも肥料璃養のほうで．そ
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れなりの成果が出せたのは幸いで

あった。造林のほうでは，始めて

'1カ月後に柵を壊して牛が侵入し，

その食害に遭い，兄事に失敗し，

当地での造林の厳しさの一端を実

感した。

また，餓死者も出るこの貧しい

地域で効果的な満勤は何かと考え

たとき，地域社会を巻き込んだ協

力形態，つまり林業.腱業.畜産．

保健婦等の複数の職種によるチー

ム派遣で，住民と一体となって活

動を行うのがよいのではないかと

感じ始めた。しかしそのためには，

インドネシアにおける協力隊活動

の腱望，そしてJICAの活動方針

の長期的なマスタープランとの_.‐

隙なくしては実現/fく可能であり，

そのために1斗分の任地の実備を

JICA事務所災に知ってもらおう

と考え，任期が切れるまで，この

点に注意してJICA事務所に働き

かけた。当時のJICA覗務所長は，

協力隊満動に対する事務所のコン

センサスを確立してくださった高

橋所長であり，この自分の夢にも

近い願いが，任期が終了する直前

の8R前に，所長の任地視察とい

う形でかなえられたのは，このう

えない静びであった。

紗インドネシアの友人へ

2年あまりの間で，多くのイン

ドネシアの友人に助けられ支えら

れて，熱擶林の現状．援助活動の

実怖を実体験として知ることがで

きた。この2年間の瞬亜な経験と

いうものは,私にとって20年にも

|ﾉ敵するもので，私の大きな財産

である。それを生かして新たなス

テップに進むことが，陰に|場に助

けてくれた彼らの優しい気持ちに

縦いる事だと思っている。

休菜技術N().6441995．11
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男
も
焼
き
イ
モ
食
べ
て
長
生
き
し
よ
う

江
戸
に
焼
き
イ
モ
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
ろ
、
よ

く
言
わ
れ
た
の
が
次
の
こ
と
わ
ざ
で
、
町
娘
の
好
き

な
も
の
を
挙
げ
て
あ
り
ま
す
。

「
芝
居
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
い
も
、
か
ぼ
ち
ゃ
」

芝
居
は
、
今
で
い
っ
た
ら
Ｔ
Ｖ
タ
レ
ン
ト
に
熱
を

上
げ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
芝
居
以
外
は
、

す
べ
て
食
べ
も
の
で
、
し
か
も
セ
ン
イ
質
の
多
い
も

の
ば
か
り
と
い
う
点
が
、
実
は
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
。

江
戸
シ
子
娘
の
美
人
の
条
件
は
、

す
ら
り
と
し
た
柳
腰
。
太
っ
た
お
尻

な
ど
見
る
の
も
い
や
。
肥
満
体
を
極

端
に
嫌
っ
た
あ
げ
く
が
、
コ
ン
ニ
ャ

ク
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
そ
し
て
カ
ボ
チ

ャ
だ
っ
た
の
で
す
。

な
か
で
も
、
娘
た
ち
が
好
ん
だ
の

が
焼
き
イ
モ
。
ほ
ど
よ
い
甘
さ
が
魅

力
的
で
す
し
、
食
べ
る
と
通
じ
が
よ

く
な
り
ま
す
か
ら
、
お
腹
も
ス
ッ
キ

リ
し
ま
す
。

現
代
の
女
性
に
も
人
気
が
あ
る
の

は
、
セ
ン
イ
質
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で

い
る
と
い
う
点
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

カ
ロ
リ
ー
は
米
の
三
分
の
一
し
か
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
ま
す
。

セ
ン
イ
質
の
含
有
鐙
は
、
イ
モ
頬

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
宿
便
な

ど
を
排
出
す
る
働
き
も
高
い
の
で
す
が
、
問
題
は
食

べ
す
ぎ
る
と
ガ
ス
が
発
生
し
や
す
い
と
い
う
点
。

腸
内
の
微
生
物
に
よ
り
セ
ン
イ
質
が
分
解
さ
れ
て

発
生
す
る
の
が
、
こ
の
〃
愛
敬
者
″
で
、
し
か
し
、

ガ
ス
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
腸
が
刺
激
さ
れ
て
便

通
が
よ
く
な
り
つ
つ
あ
る
信
号
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
セ
ン
イ
質
は
、
腸
内
細
菌
と
手
を

結
び
、
善
玉
菌
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
な
ど
を
増
や
し
て

排
便
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
り
、
体
の
免
疫
力
を
高
め

た
り
、
ガ
ン
の
予
防
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
を
傷
つ
け
る
と
、
白
い
乳
液
が
出
ま

す
が
、
ヤ
ラ
ピ
ン
と
い
う
成
分
で
、
セ
ン
イ
質
と
同

じ
よ
う
に
通
じ
を
よ
く
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

風
邪
を
防
い
だ
り
、
肌
を
白
く
美
し
く
す
る
効
果

の
高
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
一
○
○
グ
ラ
ム
中
に
三
○
ミ

リ
グ
ラ
ム
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
も
、

岩
い
女
性
に
人
気
の
商
い
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
若
返
り
や
不
老
ビ
タ
ミ
ン
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
、
玄
米
と
同
じ
く
ら
い

含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
焼
き
イ
モ
屋

さ
ん
を
街
角
な
ど
で
発
見
し
た
ら
、
男
も
堂
々
と
、

「
太
目
の
焼
き
イ
モ
、
三
本
ば
か
り
ち
ょ
う
だ
い
／
・
」

と
い
う
く
ら
い
に
な
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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焼
き
イ
モ
と
梅
干
し

戦
中
戦
後
の
食
湿
難
の
時
代
に
、
大
活
躍
を
し
た

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
主
食
の
米
の
代
わ
り
を
し
て
い
た

だ
け
あ
っ
て
、
姿
、
形
と
も
い
か
に
も
堂
々
と
し
て

い
て
、
元
気
が
つ
き
そ
う
で
す
。

し
か
し
そ
の
こ
ろ
、
代
用
食
と
し
て
毎
日
の
よ
う

に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
て
育
っ
た
男
性
に
は
、
い
ま

ひ
と
つ
人
気
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
場
合
は
逆

で
、
世
代
に
関
係
な
く
、
圧
倒
的
に
焼
き
イ
モ
フ
ァ

ン
が
多
い
。

日
本
人
は
世
界
一
の
長
寿
民
族
で
す
が
、
平
均
寿

命
を
見
る
と
、
男
性
は
残
念
な
が
ら
女
性
よ
り
六
歳

も
短
命
な
の
で
す
。
食
生
活
に
絞
り
、
寿
命
に
関
係

の
あ
り
そ
う
な
男
女
差
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
、
大

ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て
「
野
菜
」
を
食
べ
る
量

大
飢
鑑
を
救
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

サ
ツ
マ
イ
モ
の
原
産
地
は
、
中
南
米
の
山
岳
地
帯

で
、
十
五
世
紀
未
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
移
さ
れ
、
中
国

の
福
建
省
に
入
っ
て
き
た
の
が
、
そ
の
一
○
○
年
後

の
十
六
世
紀
末
で
す
が
、
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
琉
球
に

渡
り
、
数
年
後
に
は
日
本
の
鹿
児
島
県
に
上
陸
し
て

い
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
呼
び
名
は
、
「
唐
い
も
」
、
「
琉
球
い

が
多
い
。
「
梅
干
し
」
が
好
き
で
、
「
焼
き
イ
モ
」
に

も
目
が
な
い
と
い
う
点
で
す
。

野
菜
に
は
老
化
や
ガ
ン
を
防
ぐ
カ
ロ
チ
ン
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
す
し
、
梅
干
し
に
は
血
行
を
よ
く

す
る
ク
エ
ン
酸
、
そ
し
て
焼
き
イ
モ
は
後
で
述
べ
る

よ
う
に
、
若
返
り
効
果
の
高
い
成
分
を
含
ん
で
い
る

の
で
す
。

ヨ

蕊
§
：
，
，
3
9醗醗畿畿駿醗醗醗

も
」
、
「
薩
摩
い
も
」
と
、
土
地
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
実
は
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
道
筋
の
地
名

を
示
し
て
い
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
、
九
州

か
ら
四
国
、
中
国
地
方
に
か
け
て
発
生
し
た
大
飢
饅

の
と
き
で
、
対
馬
や
長
崎
、
薩
摩
な
ど
、
い
ち
早
く

サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
着
手
し
て
い
た
地
域
で
は
、

餓
死
者
を
一
人
も
出
さ
な
か
っ
た
た
め
で
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
代
用
食
と
し
て
の
サ
ツ
マ

イ
モ
が
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
、
関
東
や
東
北
地
方

に
ま
で
広
が
り
、
全
国
的
に
作
付
け
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は
収
種
鐘
が
多
い
う
え
に
、
ほ
ど
よ

い
甘
味
も
あ
り
、
平
和
時
に
は
お
や
つ
と
し
て
人
気

を
高
め
ま
し
た
。

天
保
（
一
八
三
○
’
四
三
）
の
こ
ろ
に
な
る
と
、

江
戸
の
町
に
焼
き
イ
モ
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
当
時
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
『
江
戸
繁
昌
記
』
に
は
、

産
婆
さ
ん
も
、
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
も
、
下
女
も
下

男
も
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
も
娘
さ
ん
も
、
大
店
の
主
人
か

ら
寺
小
屋
の
先
生
ま
で
、
焼
き
イ
モ
を
買
い
に
や
っ

て
き
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
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山
頂
上
の
雄
姿
は
望
め
な
か
つ

た
も
の
の
、
緑
深
い
熱
帯
の
ジ

ャ
ン
グ
ル
を
眺
め
な
が
ら
、
ボ

ル
ネ
オ
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う

実
感
が
強
く
湧
い
て
き
た
。
ポ

ー
リ
ン
で
は
、
新
し
い
事
務
所

や
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
デ
ラ

ッ
ク
ス
な
宿
泊
施
設
等
が
完
成

し
、
露
天
風
呂
も
増
築
さ
れ
、

ま
た
、
電
気
も
二
十
四
時
間
通
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

以
前
と
比
べ
て
格
段
に
整
備
さ
れ
、
便
利
に
な
っ
て

い
た
。
サ
バ
州
に
あ
る
七
つ
の
国
立
公
園
の
な
か
で

も
、
こ
こ
は
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー
ウ
オ
ー
ク
（
樹
冠
の
つ

り
橋
）
・
蝶
閣
・
ラ
ン
凧
な
ど
な
ど
の
観
光
の
Ｈ
玉
と

な
る
施
設
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
お
り
、
公
園
本
部

で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
所
だ
。
年
々
観
光
客
も

展示館内部(ポーリン温泉地区の蝶

を腱示・解設するコーナー）

展
示
物
作
成
中
の

ス
タ
ッ
フ

幽
鍵
鱸
蝋
叫
臓
“
》
卿
Ⅷ
部

か
し
い
顔
ぶ
れ
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
川
迎
え
て

く
れ
、
生
態
園
か
ら
展
示
館
・
食
単
園
・
飼
育
室
な

ど
を
く
ま
な
く
案
内
し
て
く
れ
た
。
生
態
閑
で
は
、

私
が
隊
員
時
代
に
植
え
た
花
や
木
の
繭
が
見
嚇
に
育

ち
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
、
ス
タ
ッ
フ
が
乎

堀
に
か
け
て
育
て
た
美
し
い
蝶
た
ち
が
生
き
生
き
と

飛
び
交
っ
て
い
た
。
ま
た
、
苦
労
し
て
集
め
た
幼
虫

の
食
草
が
、
今
で
は
食
草
隅
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

に
生
い
茂
っ
て
お
り
、
文
字
通
り
、
私
た
ち
の
ま

い
た
種
が
、
〃
年
の
州
日
を
経
て
今
ま
さ
に
実
を

結
ぼ
う
と
し
て
い
る
様
子
に
、
と
て
も
感
激
し
た
。

私
が
帰
国
す
る
こ
ろ
は
ま
だ
骨
組
み
だ
け
だ
っ
た

展
示
館
も
立
派
に
で
き
上
が
り
、
内
部
に
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
蝶
の
標
本
の
数
々
や
、
蝶
の
成
長
過

程
や
興
味
深
い
生
態
を
紹
介
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
写

蝶生態園(蝶を飛ばす大ケージ)内の様寸昌

蝶園のスタッフたちと

(前列左側は後任隊員）

真
、
解
説
板
な
ど
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
物

が
取
り
付
け
ら
れ
、
隊
員
と
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
十

二
月
の
一
般
公
開
に
向
け
て
、
最
後
の
仕
上
げ
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
。
開
園
式
は
、
サ
バ
州
国
立

公
園
本
部
の
人
々
や
、
日
本
領
事
館
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・

協
力
隊
事
務
所
の
職
員
な
ど
関
係
者
そ
ろ
っ
て
参
加

の
う
え
、
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
私
の

後
任
隊
員
の
任
期
は
残
り
数
カ
月
、
い
よ
い
よ
、
蝶

園
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
独
り
立
ち
す
る
円
も
近

い
。
今
後
、
彼
ら
が
蝶
閲
を
舞
台
に
ど
の
よ
う
な
活

動
を
繰
り
広
げ
て
い
く
の
か
と
て
も
楽
し
み
で
あ
る
。

今
回
の
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
は
、
わ
ず
か
な
滞
在
期

間
で
あ
っ
た
が
、
隊
員
時
代
の
努
力
が
実
り
、
心
に

描
い
て
い
た
蝶
園
が
形
に
な
っ
た
こ
と
を
こ
の
同
で

確
認
で
き
た
満
足
感
を
味
わ
い
、
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
協
力
隊
員
・
国
立
公
園
の
ス
タ
ッ
フ
た

ち
と
旧
交
を
温
め
、
か
っ
て
三
年
間
を
過
ご
し
た
キ

ナ
バ
ル
山
の
生
命
感
あ
ふ
れ
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
に
お

い
を
澗
喫
し
た
、
中
身
の
濃
い
、
心
に
残
る
旅
と
な

っ
た
。
私
に
と
っ
て
、
ボ
ル
ネ
オ
の
大
自
然
の
中
で

学
ん
だ
こ
と
や
、
こ
の
地
の
人
々
と
の
絆
は
、
生
涯

の
宝
と
も
言
え
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
育
て
て
い
き

た
い
と
強
く
願
い
つ
つ
、
こ
の
第
二
の
故
郷
を
後
に

し
た
の
だ
っ
た
。
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ｏ
・
も
、
、
Ｌ
・
、
、
。
。
、

Ⅲ
レ
上
許
辱
菅
．
芯
鯉
ｊ
蝿
二
．
〆
．
ｒ
〆
ｒ
・
曇
・
矛
‐
し
↑

日
日
■

・
ら
今
岡
”
』
、
。
■
屯
Ｒ
ｎ
、
、
△
、
。

ｈ乎
唇
ｆ
唯
＊
唾
‐
ｒ
Ｌ
ｉ
汐
に
Ｉ
ぷ
ｒ
‐
準
＃
’
し
唖
Ｉ
仙
覗

“
■
■
ｆ
Ｊ

‐
没
・
豈
一
や
ザ
．
ギ
ッ
ｆ
，
》
矛
か
．
・
や
〆
酔
幸
憩
忽
ゲ
ダ
レ
ァ
↑
‐
恥
’
鞭
Ｏ
Ｌ
。

凸
甲
Ｌ
Ｅ
、

日
。
。
。
■
。
ｂ
、
・
・
屯
。
、
、
ロ

ー
■
■
■

強
・
鼠
ジ
巳
ロ
二
Ｊ
で
。
“
秋
．
●
戸
“
糾
‐
・
・
・
梱
．
‐
解
・
甜
診
‐
γ
ぃ
函
一
里
．
ｆ
、
ど
・
・
・
‐
ｒ
ｑ

か
細
；
！
‐
一
力
職
調
噂
側
癖
霜
岬
棚
洲
彌

一
銅
ｊ
一
マ
レ
ー
シ
ア
（
ボ
ル
ネ
オ
島
）

一
癖
健
一
サ
バ
州
キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園

一
鰄
趾
一
ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
の
蝶
園

口
辮
岬
一
が
、
完
成
間
近
と
い
う
朗
報

一
晴
認
一
が
届
い
た
。
帰
国
し
て
早
二

一
に
副
一
年
半
、
私
は
、
久
し
ぶ
り
に

一
、
マ
ノ
７
．

一
劃
朱
一
ボ
ル
ネ
オ
を
訪
れ
る
こ
と
に

一
諜
惇
一
し
た
。

一
面
理
一
成
田
空
港
を
離
陸
し
て
約

五
時
間
半
後
、
そ
ろ
そ
ろ
州

都
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
に
到
着
す
る
こ
ろ

だ
。
眼
下
に
日
を
凝
ら
す
と
、
海
岸
沿

ホスI､ファミリー宅にて(左端簸椅）

蝶
剛
展
示
館
入
口
に
て
（
左
、
筆
者
）

腸
肇

い
に
、
た
く
さ
ん
の
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
が
点
在
し
て
見
え
た
。

こ
こ
数
年
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル

近
辺
の
遠
浅
の
海
が
ど
ん
ど

ん
埋
め
立
て
ら
れ
、
ビ
ル
や

ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
建
設
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
は
い
た

が
、
広
大
な
埋
立
地
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
急
ピ
ッ
チ

で
開
発
の
進
ん
で
い
る
様
子

に
あ
ら
た
め
て
驚
い
た
。
ま

た
、
ど
こ
ま
で
も
青
い
空
と
、

灼
熱
の
太
陽
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
や
っ
て
来
た
が
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
ち
ょ
う
ど
雨
期

で
公
り
空
が
広
が
り
、
気
温

は
三
二
度
ほ
ど
、
そ
れ
ほ
ど

の
暑
さ
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
ど
こ
か
少
し
息
苦
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
湿
気

に
満
ち
た
空
気
は
、
ま
さ
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
あ
っ
た
。

早
速
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
の
街
か
ら
程
近
い
、
カ
ダ

ザ
ン
族
の
村
に
あ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
向
か
っ
た
。

車
の
音
を
聞
き
つ
け
て
、
奇
ケ
イ
コ
、
ケ
イ
コ
／
・
」
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
供
た
ち
が
次
々
と
家
か
ら

飛
び
出
し
て
く
る
の
が
見
え
た
。
ど
の
子
も
見
違
え

る
ほ
ど
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
一
人
一
人

と
握
手
を
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
成
長
ぶ
り
に
Ｈ
を
見

張
っ
た
。
七
人
兄
弟
姉
妹
の
し
っ
か
り
者
の
長
女
は
、

成
績
優
秀
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
半
島
の
首
都
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
の
国
立
大
学
へ
進
学
し
て
い
た
。
次
女
は
、

専
門
学
校
を
卒
業
し
て
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
、

働
き
始
め
て
い
た
。
小
さ
く
て
甘
え
ん
坊
だ
っ
た
末

の
女
の
子
も
、
小
学
五
年
生
、
す
っ
か
り
お
姉
さ
ん

ら
し
く
な
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
を
見
て
、
二
年
半

と
い
う
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

そ
の
晩
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
親
戚
の
人
た

ち
も
全
員
集
合
し
て
、
心
尽
く
し
の
カ
ダ
ザ
ン
料
理

を
囲
み
、
積
も
る
話
に
花
が
咲
い
た
が
、
昔
と
変
わ

ら
ぬ
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、
私
は
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
い
た
。

翌
日
、
い
よ
い
よ
、
か
っ
て
の
任
地
、
ポ
ー
リ
ン

温
泉
地
区
へ
向
か
っ
た
。
雲
に
覆
わ
れ
、
キ
ナ
バ
ル

林業技術NC6441995.1］
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お秒』‘妙ぽちﾖイ
年収の5倍の住宅を，といってい

るが，これは金利や買い入れ後の

メンテナンス費用まで計算すると

年収の4割，5割にもなり支払い

不能になること必定の空論，特に

経済成長が鈍化あるいはマイナス

と予測される今Hでは悲劇でさえ

ある。でもこうした事態は政府が

その無策から脱皮し，業界がその
ろう

|埴習を破れば，たちどころに坪60

万円の住宅が20万円になるとい

う。で，そのキーワードはCPM

にありと説く。CPM=クリティ

カル･パス･メソッド。限界工程計

画と訳すらしいが，簡単にいうと，

'二|本の住宅建築は欧米と比べて建

築工程で2～3倍の無駄をしてお

り，それが最終の売値となってい

る。つまり日本の工程僚理がなっ

てないということである。その要

因は何重構造にもなっている~ド請

制と政府の要らざる規制にある。

これを排除してCPMを実践すれ

まつとうなはなし

林野庁の周辺といったら少々語

弊があるが，まつ，とにかくそこ

ら辺に「日本林政ジャーナリスト

の会｣なるものがある。昭和54年

に設立された会で，森林．林業．

111村に関心を持つジャーナリスト

を中心に組織，研究会や講習会を

開いたり，現地見学をしたりして

知識を高め見聞を広めてジャーナ

リスト活動に反映させる，といっ

たことが会則に書かれている誠に

真面目な会で，会員も約'00名，

テレビ局，一般紙，専門紙の記者

やそのOB,林業関係団体の機関

紙編集担当者等が主な構成員とな

っている。で，この会が先般，「住

宅建築コストの削減と木材需要」

といったテーマで研究会を行った

が，今I｢JIはこれについて感じたこ

とを勝手に，かつ無責任に述べる

こととした次第。

研究会の講師は，住宅建築コス

ト削減の論客として，また反骨の

士としても筋金入りの御仁｡r住宅

コスl､削減術」とか「CPMのす

べて」なる著書もあり，また「住

宅生産性研究会」の副理事長でも

あるT氏である。

講演の要旨は，わが国の本造住

宅は欧米と比べて品質，広さが同

一のもので2～3倍の開きがある。

つまりl:.l本の人々 は欧米人に比べ

て2倍から3倍もの馬鹿高い物件

を買わされている。政府は国民に

曹 ……，
地域林業の中核としての森林組合の現状

森林組合は，林家等森林所有

者の共同組織として組合員に対

する経営指導，造林，保育，間

伐等の施業受託，林産物の共同

販売の実施など地域の林業推進

のうえで中核的な役割を担って

いる。

平成5年3月末現在の設立森

林組合数は，1,571組合となっ

ており,前年同期に比べて25組

合減少した。このことは，広域

合併等による事業活動や経営基

盤の強化への努力が進んでいる

ことを示している。また，剰余

金処分案による配当金も年々微

増傾向にある。しかし，森林組

合の15%が常勤役員および専

従職員のいない組合で,28％が

払込済出資金が500万円未満の

組合であることから，今後とも，

図･1森林組合数と森林組合作業班員数

の推移

図･2森林組合の雇用状況

縦合

1．750

人

50.000

％
利
竜一作業斑の60鍍
以上の作業員

,肺-.1

1‘1．1－－戸･心46≦071

一一釘一一ヶ

蜘鴛ジ磐隻＝
一心デー

編‘000
401．700

10.00(）

9

I‘650 30

薊0．5
29．2

－作業班員'三占
める210M以上

戦菜若の荊合(％） 15．5

．．．－弾-.--．ご…一一鯉〆~…麹
12．2

8．7

‐･溌一作業班の〃給
制導入剤･合(％）

35．000

1．600 《
刊
ワ
ー

30．Ⅸ》0I

1．550 10

25.“【）

1．500 20.“00

平成1年2年3年'1年5年

資料：図･1,2とも林野jiゞ r森林組合統計」

平卿年2年：1年・1年詞
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ば,地震,雷,火事,経済にめっぽ

う強くて格好のいいマイホーム

を坪20万円で持つことができ

て，消賀者は幸せになり林業も

明るい未来が洋々となる。と。

なるほど，さもありなんとこ

こまでは小生いたく感心の態で

聞いてたが，誰淡者の能弁の火

に油が注がれ，ついには自己陶

酔型になった途端，同調にあた

わずとなる。つまり話が進むに

つれ，業界の不実，政府の無策

に対する痛烈な言葉が磯関銃と

なって飛び出し，阪神大震災に

話が及ぶや，木造の倒壊原因と

その責任は挙げて建設省にある

のに，それを追求しないマスコ

ミもまた同罪であると口角泡を

飛ばす。が，これを聞く側は，

まつとうな話をあまりにまつと

うに言われると息苦しくなり，
こう

それが昂じて反感となることを

身をもって体験したのである。

林政拾遣沙

雄
島
へ
通
じ
る
橋

雄
島

棚
Ｍ
肌
皿
北
鋸
皿
加
覗
加
脈
Ⅷ
Ｍ
Ⅲ
両
Ⅱ
罪
川
川
船
加
川
Ｍ
Ｈ
叶
叫
、
舛
則
帖
師
ｊ
ｌ
１
■
■
狐
凹
Ⅱ
肌
船
Ⅱ
酌
帥
肌
Ｂ
Ｉ
ｏ
陥
噌

三
一

日
９
１
１
陣
■
■
■
に
■

ワ

＝

』』

平成7年2月初旬に，福井県

三国町の海に浮かぶ東西636m,

南北454mの小さな烏,雄鳥(お

しま）を訪れた。北陸には珍し

く快'浦，無風でil.l本海特有の

激しい波浪もなく，暖かな冬の

-11であった。ツバキ，タブの

巨木が茂り，スダジイの巨大な

根が岩と岩の間へ割り込むよう

に入り込み，ヤブニッケイの純

林が続く島の自然林の中を，大

湊神社の宮司，松村忠祀さんの

御案内で歩いた。

この延喜式大湊神社は，航海，

漁業の飛誰#IIIとして崇敬されて

いる。16世紀半ばには朝倉義景

が一|''jの祈願所と定め，その後

兵火によって焼失した社殿を福

井藩主・松平忠直が再建した

(1621年)。この社殿は桃山様式

を取り入れた一間社殿流れ造り

で，県指定の砿要文化財となっ

である。昔から，烏の巨樹には

神様が宿ると崇敬され，大切に

守られてきた。烏へは長い橋が

通じているが，恥の通行は.ll二め

られている。

三国湊は江戸時代には福井藩

の外港で，他藩との物資の移出

入は一手に引き受け，北前船の

寄港地として栄えた町である。

その港の入り口に位置する雄島

には，「至敦賀25里，至小浜35

里，至丹後国経ヶ崎45里｣と刻

んだ古い里程標も残っている。

海上遠く丹後や能登の地も見え

るという。雄鳥の森林は港に出

入りした船の目標にもなったの

である。

この島は近くの名勝東尋坊

(柱状節理の輝石安山岩で有名）

と同じく安山岩から成っている

が，隆起，沈降を繰り返した地

殻変動の際，島の中央を挟んで

北の方からは南西に，南の方か

らは西に向かってそれぞれ板状

節理が傾斜するという「すり鉢

型」の岩層を形成した。そうい

った独特の岩j鰯をもつ小さな島

に，巨樹を交えた自然林が豊か

に生い茂り，美しい風景を今日

に伝えている。（筒井迪夫）

■
ｒ
Ｄ
ｈ
６
０
０
ｌ
ｅ
■
６
日
、
▼
Ｏ
Ｌ
９
口
０
日
■
丁
■
０
７
３
巳
せ
り
■
９
８
８
１
．
０
０
■
■
Ｕ
■
■
●
■
Ｖ
ｄ
ａ
ｌ
ｇ
寺
■
■
７
０
Ｚ
Ｂ
Ｌ
ｌ
８
■
・
■
包
り
■
ｑ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
Ｐ
Ｊ
■
■
Ｂ
ｆ
８
■

機能の充実，経営，財政基盤の強

化を膜Iっていく必要がある。

平成5年度3月末で，造林，林

産事業等の林業生産活動を行う作

業班を組織している森林組合は

1,242組合で，班員数は前年比2

％減の3万8,000人である。作業

班員数が減少する一方で,60歳以

上の作業員の占める割合が増加し，

平成5年度で46.4％と約半数を

占めており，世代交代が進まない

状況にある。満性能林業機械の導

入を着実に進めるためにも、若年

労働力の確保が重要であり，雇用

環境の改善と合わせて，積極的な

求人活動等の努力が必要である。

また,210H以上の就業者の割

合が徐々に増加しており，通年雇

朋への移行が緩やかに進んでいる

ことがうかがえる。さらに，月給

制の導入割合も増加しており，

雇用環境の改善が徐々に進んで

いる。

４
１
１
７
６
■
Ｏ
ｄ
Ｂ
Ｅ
６
Ｉ
■
８
１
日
・
０
９
？
Ｏ
Ｉ
６
０
Ｑ
ｌ
Ｉ
８
ｌ
ｊ
■
７
ｑ
０
回
２
ｌ
４
１
０
６
Ｈ
１
４
ｌ
Ｔ
８
ｌ
１
ｊ
も
り

I|’ている。

1島の樹木は神社のi皇'常の燃料
ilとして利用されるほかは禁伐で

||あるが,時折付近の漁師たちが
!｜ツバキやタブの小枝を，船霊の

｜「お守り』としてもらいにくると
｜いう。彼らはその小枝を船の中

|に安臘し,航海の安全を祈るの
!＝－－－－_－－_-－－－－－ ー－－mー一画ユロー

ーー■角一■■一一面＝■r一F
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は1,199である。過疎地域は全国

の人口のわずか7％を占めるにす

ぎないが，わが国の脊梁山地を中

心に国土の48％をII1めているの

である。過疎市町村の6割が振興

山村地域に指定され，林野而秋は

144千knf,林野率は8割である｡過

疎地域の多くは水源地補であり，

木材産地でもある。林業を支え，

森の文明・木の文化を支えてきた

地域でもある。

従来，林学の世界では林業問題

から山村振興・過疎対策にアプロ

ーチしてきた。林学だけでなく，

市町村当局もまた林業の振興を優

先させた。しかし，時代は「林椛

施策」の限界を明示した。森林資

源の公共財ないし職境財としての

社会的評価が高まる中で，多角的

利用の道が模索され，過疎問題の

解決手段として「森林」が大きく

クローズアップされ，森林レク，

風致等の研究が林学の若手から取

り組まれるようになってきた。ま

た，山村振興が「むらおこし」運

5時からセミナー5小嶋睦雄の

流域林業時代の到来(3)

農山漁村と過疎とむらおこし
Ｉ
ｂ
ｌ
Ｉ
ｂ
ｆ
Ｌ
ｒ
Ｉ
■
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
ｐ
ｒ
Ｌ
０
Ｉ
ト
ー
Ｌ
ｌ
１
ｄ
１
Ｉ
Ｉ
ｂ
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『林業問題』が「経済」「産業」

問題であるのに対して，『山村問

題』はr社会問題」である，と教

わったのはかれこれ30年前のこ

とであった。前者は山村経済を支

える重要な産業の一つである林業

を，後者は山村という地域社会の

全体を主題とする。したがって，

山村問題は林業基本法よりも山村

振興法や過疎法・新過疎法で政策

対応することとなり，所轄官庁は

国土庁となり，静岡県では，なぜ

か林務部局ではなく農政部局で扱

われてきた。

周知のように,昭和30年代以降

の高度経済成長は農山漁村地域か

ら急激な人口の流出による減少を

もたらし，都市，特に大都市が吸

引することになり，いわゆる『過

密』と『過疎』という対立職図が

でき上がり，最近では過疎山村の

中には人口の自然減少も顕著とな

り，由々しき事態となってきた。

過疎問題は急激な人口の減少の

ために一定の生活水準，例えば防

災，教育，保健・医療等の地域社

会の基礎的条件の維持が困難とな

り，同時に地域資源の合理的な利

用も困難となって，地域社会の生

産機能が著しく低下してくること

によって生じる地域問題である。

平成6年度版の過疎白書によれ

ば，全国3,236の市町村のうち，

新過疎法で指定された過疎市1111村
一 一 一一一一戸一つ ｰ一一一一一、一一一心凸一写戸一一■P一一

’ 』
豊かにするという側面である。し

かし，ここに至るまでには，長い

森林学の歴史があることに着目し

なければならない。そこで記述は

諸外国の森林学に対する考察に移

り，さらに日本の森林思想が展開

されていく。もちろん蝋なる技術

的側面からの考察ではなく，主題

は思想の流れである。おそらく読

者は知らず知らずその流れに身を

委ね，入会や保安林制度の意義な

どについても認識を新たにするこ

とであろう。

後半は具体例を伴った森林文化

社会の記述である。素朴な信仰の

世界から始まって，生活基盤とし

ての森林，災害を防ぐ機能など，

日本各地の実例が班嵐に紹介され

ている。しかもそれらの実例を，

森の思想との関連でとらえている

点が本書の特色といえよう。そこ

筒井辿夫著 朝日選書529
予三3浬

L ー

悪塞
森林文化への道

｜
I

発行：朝日新聞社

〒104-11東京都中央区築地5-3-2

壷03（3545）0131．代表

1995年6月25日発行四/六判,261頁
伽烙1.400円

》
識

Ｌｙ

ａ
毎

℃
』

一
一

一

峠
一
坪

平成6年度の『林業白書』に，

森林文化が初めて主題として取り

上げられた。これは森林を巡る国

民の認識が大きく変化したことを

示すものといえよう。周知のとお

り，わが国でいち早く｢森林文化」

の意義を明らかにしたのが著者で

ある。著者の優れた思想が，国民

と当事者の意識変革に貢献したこ

とは言うまでもない。画期的とも

いえる『白書』の内容を前にして，

著者はひとしお感概深いことであ

ろう。

本書は森林文化の概念を，思想

と実態に基づいて体系づけたもの

である。また，「森林とともに生き

た一林政学徒の思考の軌跡である

(｢はしがき」より)」ともいう。それ

だけに，著者の思想は生き生きと

読者に訴えかけることであろう。

内容はまず森をつくる意味から

始まる。特に強調されるのは心を
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－－●－－－－←

動として衣替えするに及び，林

学以外の分野から取り組まれる

ようになった。彼らにとって森

林と山村はきわめて魅力的な世1
界となった。

の鷲鴬鱗繍鰯I
材供給体制の整備であり，その，

担い手地域は言うまでもなく上

流山村であるが，ひとり過疎山

付に「むらおこし」を委ねる時｜

代ではなく，「流域|劉域｣として

取り組むものである。

宮|崎隈綾II11の｢照菜樹林都市」

や静岡県天竜市の「森林都市」

をはじめとして数多くの市'''1村

が，「みどり」「もり」「みず｣を

キーワードとして｢むらおこし」

｢まちづくり」に取り組んでい

る。林学の，林業技術の，林務‘，

|塵蕊温’霞躍團
琴
鶴

』
坤
酎

日本の製紙会社が行う

「海外植林」紹介

口
以下の表に示したように，製％を超え,特に広葉樹では75％

紙会社が原料として使用する木以上を海外から輸入しています。

材需要鐘は，日本の木材総需要このように製紙用木材原料面で

量(11千万㎡)の30％を超えてはすでに海外依存型といえる状

大きな位置を占めており，その況に立ち入っているのが実情で

うち輸入材の占める割合は60す。

表・木材需要量(資料；「紙パルプ統計年報」r木材禰給表｣）

国内材

百万｢T↑％

855

524

1338

1115

2422

外
而一
蔀
７
墹
鯉
舶

海 材
一
％
蛎
乃
腿
砺

一
口 計
一
％百万m

8

5

13

11

百万ITT

15

20

35

74

針葉樹

広葉樹

計

製紙用木材原料

製林合板，他

合計 8578109

ｉ
ｔ

しかし，昨今地球規模で論じ

られている環境問題により，天

然林の伐採規制等，森林に対す

る考え方が大きく変化していま

す｡21世紀を見つめ環境問題に

対処すると同時に，人間社会に

おいては必需品となっている

『紙』を世の中に供給するため，

木材原料の長期安定確保を図る

ことが今，製紙業界に課された

重点課題といえます。

そこで,「木材は再生産が可能

である」という観点から「自ら

の原料は自ら育てる」という考

えに基づき，近年海外における

植林事業が種極的に推進され始

め，原料資源として「天然木」

から「植林木」への動きが活発

化してきました。

今，製紙業界各社が実施して

いる海外植林の実情を以下に紹

介し，今後，読者の皆様方に大

いに興1床を持っていただければ

幸いです。(S.K)

行政担当の専門家としても過疎

問題に積極的に発言し，行動すI
凸

る時代ではないだろうか。 ！
6

(静岡大学股学部）I
ロ
ｖ
０
●
Ｘ
■
▽
▲
甲

で，いわば心然的な流れとして，

記述は森林を愛し美しい森をつく

る問題へと展開していく。では，

美しい森とはどのようなものなの

か。この命題に対する記述には，

著者自身の森林観がおのずからに

じみ出ている。「IIIと木と人の融

合」という著者の理念が，こうし

て余すところなく展|淵され，最後

は｢新しい森林文化をつくる」とい

う具体例の紹介で終わるのである。

本書をひもとく間に，読者は森

を巡る多くの挿話に接することが

できる。それが理解を助けている

のはもちろん，一つ一つの挿話が

また楽しい読み物となっている。

本書の持つ温かみは，著者の思想

からばかりでなく，おそらくそこ

からも発しているのであろう。

（北村昌美／山形大学名誉教授）

植林実施国名，地区名｜目標面積植林樹種

日伯紙ﾉWレプ資源開発(17社）

本州製紙(株）

大昭和製紙(株）

大王製紙(株）

三菱製紙(株）

〃

日本製紙(株）

〃

〃

新王子製紙(株）

〃

〃

〃

ブラジル

パプアニューギニア

豪州NSW州

チリ第10州

チリ第8州

豪州タスマニア州

チリ第8州

豪州西オーストラリア州

豪州ビクトリア州

ニュージーランド北島

ニユージーラン脾南島

豪州西オーストラリア州

ベトナムビンデン省

110

10

1

65

10

23

14

20

10

30

10

20

10

ユーカリ

ユーカリ,アカシア

ユーカリ

ユーカリ,マツ

ユーカリ

ユーカリ

ユーカリ

ユーカリ

ユーカリ

マツ

ユーカリ

ユーカリ

ユーカリ,アカシア

合計（面積千ha) 333

(この棚は編集委員が担当しています）
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祢業蔚涙行雲一賃

11月

腫催団体／会場／行事内容等行堺名 期間区分

針葉樹製材乾蝿技術者研修
会

卿日本住宅・木材技術センター（盃03-3581-5582)／朧岡市=10.30～11.
1，岐阜市＝11.6～11.8．広島市=1L15～11.17,大分りi(日田市＝
ll.28～1130｡

棚林業土木コンサルタンツ(盆03-3582-2237)／森林技術総合冊修所(東京
都八王子市)／森林と水寅源研修＝11.6～10,環境影鞠評価研修＝
11.13～17,林内路綱と地形･地質研修=11..27～12.1c

卿日本レクリエーション協会・熊本県レクリエーション協会・熊本県・熊
本市・熊本県教育委員会・熊本市教育委員会／熊本'1i-幣／レクリエーシ
ョン活動にI:Iごろから取り組んでいる全側各地の指灘群および愛好者が一
堂に集まり，研究協議や実践活勤を通して．仙旗づくりやi'l!間づくりに役
立つ，地域に根ざした生涯学習，生涯スポーツ活肋の瞥及惟進に努める。
大会テーマ＝「余暇時代における豊かなライフスタイルを求めて｣。

グローブ日本中央センター・日本環境教育学会／麻ｲliグリーン会館／アジ
ア太平洋地域における斑境教育・環境問題の現状を紹介・検討し，今後地
球規模の斑境問題の解決のために，鰍境教育が国際協力によっていかなる
役削を果たすべきかあるいは果たせるのかを明らかにする／定側.…100名，
参加費･･一般3.000Ixl,学生2,000PI,懇親会班5,0001ﾘ。

全国林業普及指導職員協議会・㈱全I刊林業改良普及協会．全国林業研究グ
ループ連絡協議会／国立教育会館（東京都千代冊区撤ケ間3-2-3)／森林．
林業および山村が直面している課題に取り組んでいく巡動の腱|淵と林業普
及指導事業交付金制度を堅持し，普及活動の充実強化に斎する。

(柵国際家具産業振興会／東京国際見本市会場（東館，西館，新館1F,A,
B館)／内外の優秀な家具および関連製品を展示紹介し,貿易の振興ならび
に国内商取引の拡大，一般消費者の需要の喚起を図るとともに内外業界人
の相互理解と協調を促進し，家具および関連産業の発展に寄与する。

棚全国燃料協会・ミャンマー国林業街／ミャンマー図／ミャンマー図から
の婆講による木炭技術講習会と西南アジア13力凶を対象とした国際セミ
ナーョ

各地 10.30～11．30

の間

中央 平成7年陵公開研修 11．6～12．1

の間

第491111余極lレクリエーシ
ョン大会inくまもと

熊本 11．1()～12

中央 蝋境教育アジア太平洋シン
ポジウム「アジア太平洋各
1弧|における蝋境教椅と剛|際
協力」

1112

平成7年唆全ljI林業糾及研
修大会

i1．15〃

'95束京国際家具見本郡 11.22～25〃

海 外 ｢ミャンマー国への炭やき
技術等木材利川技術の移転
嚇業」現地研修会および
(木)竹酢液利用セミナー

第8回巨木を総ろう全図フ
ォーラム

11.2.1～12．2

香川 第8回全国巨木フォーラム実行委員会・香川県・琴平町／フォーラム：琴
平町文化会館，パネル展示？琴平町公会堂／失われつつある数百年の年輪
を刻み続ける巨樹等の文化遺産を保存し，巨樹や口然・森林の持つ公益性
などの理解を深める/1日目…フォーラム（嗣減・対談・アI､ラクション
等）2日目…現地視察，パネル展示は期間中9:00～16:00。

11.25～28

フォーラム
27～28

パネル展示
25～28

Ｊ
ｆ
．

第縄回窒国育樹祭式典開催される醒恥…””W匡毎画輔夢画訓
呼 -－11

第19回全国育樹祭式典が10月1日に滋賀県今津

町で開催され，皇太子ご夫妻をはじめ，全国の林業

関係者や緑の少年団など,約6,500名が参加して｢ふ

るさとにきらめく水とあふれる緑」を大会テーマに

盛大に催された。

育樹祭式典に先立って，前H滋賀県入りされた皇

太子ご夫妻は,お手入れ行事会場である昭和50年の

第26回植樹祭で昭和天皇が植樹された現地に赴か

れ，第26回全国植樹祭のパネル展示，昭和天皇r御

製歌碑」をご覧になり，お手植樹の生育状況を滋賀

県農林水産部長からご聴取された。お手入行事では

皇太子はヒノキの木の二本の枝の枝打ちをされ，雅

子様はモミジの木に姻凹をされた。

（林野庁・広報提供）蕊溌羅蝋澱鰯鰯畷X溌轤 と…雷

林業技術No.“41995．11



45

この冬場に伐採・加工のうえ，

特産品・木工品売場を兼ねた木遊

館に展示予定とのことですので，

詳細はその折りに･･･。

典子氏（多摩森林科学園）・ニホ

ンリスが主要な餌とするオニグル

ミの種子に無線発信機を付け，貯

食場所や食べ残しなど利用過程を

追跡。②タケが森林を駆逐す

る？：鳥居厚志氏（関西支所）…

植栽されたモウソウチクが放置さ

れ，自然に分布を拡大していると

いわれる実態を，京都府下にフィ

ールドを数箇所選び，2～3時点

の空中写真判読等によって追跡。

③スギ花粉の蛍はどうして決まる

か：横山敏孝氏(多摩森林科学園）

…筑波山のスギ林で雄花の生産量

を7年間測定。職を決める主要環

境要因は雄花形成期初期の気象条

’ちよっど嫌蕊慧
●キハダの樹皮を立木のまま剥皮

…材は家具・小物用として味わい

があり，内皮はベルベリンほか7

穂の微鉱成分を含むオオバクとし

て製薬界に注目されているキハダ。
’よぱ

一石二鳥を阻んでいたのが伐採時

期です。材を得るためには小口割

れや腐れを防ぐためにも冬場に伐

りたいところ。しかし，内皮を外

皮からうまく剥がすためには夏場

でないと具合が悪い。そこで夏場

に立木のまま剥皮を実行，冬場に

伐採する方法が考えられたのです

が，実際にこの方法を試してみよ

うとされたのがl1,皮阜県の白鳥町森

林組合さんです。

●和歌山で森林文化教育フォーラ

ム開催…8月23日,和歌山県民文

化会館において,筒井迪夫氏の｢紀

州をめぐる森林文化」と題する記

念訓演とパネルディスカッション

｢森と子供たち,その間をつなぐに

は」が開催されました。後者では

林業・行政・教育の専門家から首

題にまつわる報告があり，参加者

との質疑応答も分野を超えた実り

ある交流が実現したようです。主

催の森林文化教育研究会有志の

方々は翌24H,li4職員のご案内で

r"III'村役場・同森林組合・福井小

学校の木造体育館・備長炭窯など

を見学されました。

シ
剥
皮
作
業
（
組
合
提
供
）

件と判明。④水条件が決める沙漠

の植生：斉藤昌宏氏(森林環境部）

･･･'|醐僅l西北部の沙漠地域の自然植

生調査の結果,約20の群落区分が

でき，半|画l定砂丘型，荒漠洪水型，

地下水依存型，塩類集績地型の4

披生型に分類可。これらの分布は

供給される水の最，期間，塩類濃

度の差が強く支配。⑤木造住宅は

地震に弱いか一阪神･淡路大震災

の調査結果から：神谷文夫氏（木

材利用部）…木造建物の被害調査

結果を基に，耐震設計の変遷をに

らんだ時代別，椛法別に被害程度

を分析。被害の原因を耐力壁の不

足，筋逃いの方向と耐力壁の配置

のアンバランス，接合部の強度不

足ほかと指摘。また,今後の技術・

ソフト両面の課題にも言及。

当日は立見も出るほどの盛況で

17時に閉会しました。編集部

ｑ
す
っ
か
り
剥
け
た
キ
ハ
ダ

I，
を雪＝

皇墨凶
一

体育館は床を除いて白木仕上げ。

ペタペタ触りたくなる温かさです。

●森林総研の研究成果発表会…10

月4日，東京の三会堂ピル石垣記

念ホールで平成7年度森林総合研

究所研究成果発表会が,｢緑と水と

アメニテイー」のテーマの下に開

催されました。発表者は5人。テ

ーマと概要は次のとおりです。

①森をつくる野生動物たち：林

林業技術No.6441995．11
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1996年版｢林業手帳｣｢林業ノート」の会員の皆様への配付について
●来年版「林業手帳」「林業ノート」の製作を進めています。会員の皆様方には12月初めにかけて配付の
予定です。

●別途のお申し込みは，有償頒布となります（林業手帳515円，林業ノート290円．．…･送料は実費負担)。
なお一括の取扱部数が林業手帳で20部以上，林業ノートで30部以上の場合には送料はサービスとなり
ます。

別途のお申込み先：棚日本林業技術協会事業部(a03-3261-6969FAXO3-3261-3044)

●なお支部幹事さんのところには，若干の予備がありますのでう会員以外の方でご希望される方は，この
機会のご入会をおすすめしています。

蕊
蕊
灘
麓
蕊
辮

睡
酪
。
ぱ
口
色
侭
伊
訟
津
埠
博
毘
解
陛
藍
伽

t･鎧･ 編 集部雑記一

さざえのつぶやき稔りの秋だ。
隣の田圃は黄金色の穂を重蒋と垂れ

ているが，わが家のミニ畑の夏野菜
は長雨の後の日照り続きでキュウリ
もトマトもナスもろくに実を結ばず，
秋を待たずに引き抜いてしまった。
最後に望みをかけた南京豆も1株に
5，6粒，これではタネ代にもなりは
しない。「八百屋で買うほうがよっぽ
ど安い｣とは女房の言。しかしだ，自
作の野菜のうまさは買ったものとは

比べものにならないし，収鞭の喜び
は金には代えられない。斜陽林業に
も，貨幣Ⅲi値では推し遡れない良さ

が尊ばれる時代がきっとくるよ。冬
野菜も頑張ろう。（喝三度）

会｡林野弘済会青森支部桜田敏美

氏はじめ16名が受誹)。

◎海外研修員の受入れ

国際協力事業団等の依頼によ

り,次のとおり研修員を受け入れ

た。

①10/3～25,ホンデュラス,Mr.

Hectol･A1･mand()Zuniga
Rivera,流域管理

②10/20,ブラジル,M1･.Renato

JoseMayel･他2名,日本の林
業事情,造林技術について

③10/24～26,インドネシア,Mr.
YusufKomal･他3名,森林航
測

④10/26～11/10,インドネシア，
M1･.StefanusM.Saek,森林計
画

◎熱帯林管理情報センター業務

10/9,鯵本会,熱帯林災害復旧技
術確立調査事業平成7年度第1回

調査委員会を開催。

10/23,鯵本会,熱帯林管理情報
システム整備事業平成7年度第2

回調査等委員会を開催。
◎調査研究部関係業務

10/11,奈良県天然林機能調査委

員会を奈良市内にて開催。
◎番町クラブ例会

10/31,総本会,日本道路公団用

地第一課長阿河晃次氏を訓師とし
て｢高速道路建設における諸問題』
と題する誰演および質疑を行った。

’
一
一
一
一
一
一
一
一

き
一
一
二
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一

号
フ

一
一
韮
一

弼
一

◎平成7年度第2回理事会

10/27,本年度第2回理事会を本

会にて開催した｡理事23名,監事
1名,顧問5名,参与5名,計34名
が出席｡議題：本会会務運営につ

いて。

◎海外出張

9/26～10/5,鈴木航測部長をイ
ンドネシアプロジェクト発掘事前

調査のため,同国に派遣したc

lO/3～14蜂屋技術指導役,梶垣

課長,島田主任研究員,アテフ主任
研究員,大山主任研究員をインド
ネシアNTTドラフトファイナル

レポート説明のため,同国に派遣

した。

10/11～22照井常務を欧州国民
参加の森林づくり指導者研修会の

ためフィンランド国他に派遣した。

10/16～30久道課長,氏家参事，
田口主任研究員をチャコ地域森林
資源調査ドラフト報告のため,ア
ルゼンチン国に派遣した。
◎空中写真セミナー

10/16～20,平成7年度(第18
回)空中写真セミナーを本会およ

び高尾山にて,林野庁計画課平野
課長補佐,樋渡主任研究員ほかを

識師として実施した(主催/日林
協,後援/林野庁・日本製紙連合

マウンテンバイク秋のこの時期
になると産業祭･文化祭･体育祭など

の催しが目白押しである。最近,これ
らの催しに仲間入りしてきた感があ

るのがリサイクル活動の展示会や即

売会｡知人に誘われて，近郊のO市が
主催する即売会に行ってきました。
臨時駐車場はすでに満杯。皆が目指
すは超低価格のさまざまなリサイク

ル商品である。入場者は空き缶･ポリ

容器を持参せよとあるのが面白い。
私も3千円のマウンテンバイクを求
めて札を入れ抽選を待ちましたが空

しく他人の手に。資源を大切にを思
い起こした秋の日のひとときであり
ました。（平成の玉手箱）

パチンコっ子八兵術や風車の矢
七が現れるたびに一喜一愛し，矢七
の投げた風車が命中しようものなら

思わずガッツポーズ。ホールや台は
どんどん明るく美しくカラフルにな
って，今や男女を問わないパチンコ

ブーム。老いも若きも夫婦そろって
楽しめる，と，そこまではいいのです
が･・・そんな店ばかりに入っている

ためなのでしょうか,子ども，それも
幼稚園児から小学校低学年らしい子

どもが，ジュースを1本あてがわれ
て休憩場所で寂しそうにしているの

をよく見かけるのです。拝啓ご両親
様，時間差攻撃を工夫してみてはど

うでしょう。（山遊亭明朝）
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TREEPROTECTOR

HEXA7~UBE
（ヘキサチューブ）

★1本1本にかぶせて杭にとめるだけ

★鹿やウサギネズミの食害はゼロ

★温室効果で成長は2倍

I遁XATUBEは東京農業大学赤井龍男博士の御指導

により当社が開発しました（実用新案特許登録済）

仁志緑化株式会社

〒598大阪府泉佐野市土丸1912番地

TELO724(68)0776FAXO724(67)1724



､線長．
motjustuserFriFriendly,

Friendly．ComPuter

｡…"1，．…錘"SIJJITr凡/lMXβ

測る
あらゆる図形の座標・而職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同|剛1ﾘ定できる外部出力付の二一

タマヤスーバーブラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け

噸蝿蠅…A唖《狸

’ |’検査済み±0｡1%の高精度

与興はスーハーブラニクスβの侭耶タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご購入

されたときからすぐ±0.1％の高糖度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’ ’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム、キーボードインターフェイス､各種専IW

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ……

プリンタタイプ

￥160.000

￥192．000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

｜

’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豊富な機能をもつスーパーブラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
＝

０
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g~MAM/AMA
タマヤ計測ジコテム繍式会社

〒104東京都中央区銀座4－4－4アートビルTEL,03-3561-8711FAX､03-3561-8719
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新刊

‘織霊職儲
仙

’
1

。(社)日本林業技術協会編集

・森林総合研究所．熱帯農業研

究センター，大学ほか76名によ

る執箪

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1．165111）

。(社)日本林業技術協会編簗

・森林総合研究所，熱帯農業研

究センター、大学ほか91名によ

る執筆

●四/六判219ページ

●定価1,200円

（本体1,165111）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所所員82名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1.010円

（本体981円）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，都道府県試

験研究機関，大学ほか83名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1.16511〉

b●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●e●●●●●●●●●●●●●●●●●●。
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は
会
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）
送
料
八
五
円

●(社)日本林業技術協会企画

●中野秀章･有光－登.森川靖

3氏による執箪

●四/六判176ページ

●定価1.030円

（水休1000111）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所農業環境技

術研究所艘業研究センターほ

か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.030円
（本体1.00()111）

●(社)日本林業技術協会編梨

・森林総合研究所，都道府県林

業研究機関，農業環境技術研究

所，大学ほか73名による執箪

●四/六判217ページ

●定価1,200円
（本体1.165111）

●(社)日本林業技術協会編集
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	1995年11月号目次

	論壇_長期継続試験地の意義と必要性

	特集_長期試験地等の設計・運営・成果3_ヒバ天然林の施業実験林
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	人生至る所に20_蝶で国際協力(14)-2年半ぶりのマレーシア

	傍目八木_まっとうなはなし／統計にみる日本の林業_地域林業の中核としての森林組合の現状／林政拾遺抄_雄島

	小嶋睦雄の5時からセミナー5_流域林業時代の到来(3)農山漁村と過疎とむらおこし／本の紹介_森林文化への道／こだま_日本の製紙会社が行う「海外植林」紹介
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